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主な内主な内容容
特集「登米市医療の未来 特集「登米市医療の未来  」」

大地震の発生に備え／地域防災計画策 大地震の発生に備え／地域防災計画策定定

第４９回水道週間／水道アンケート調査結 第４９回水道週間／水道アンケート調査結果果

登米から止めよう温暖 登米から止めよう温暖化化

個人市・県民税額が増えま 個人市・県民税額が増えますす

介護保険サービス利用の負担軽減制 介護保険サービス利用の負担軽減制度度

９町トピック ９町トピックスス

市民の広 市民の広場場

市からのお知らせ・暮らしの情 市からのお知らせ・暮らしの情報報

おいしいお米になるよおいしいお米になるようう
一株一株愛情を込め一株一株愛情を込めてて
「岩沼中農業体験で田植えを指導す「岩沼中農業体験で田植えを指導するる

南方町の阿 南方町の阿部部光 光 
みつ

恵 恵 さん（さん（５５/１８）」/１８）」
え
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新
た
な
登
米
市
医
療
を

目
指
し
て

　
平
成
　
年
２
月
の
国
会
で
可
決

１８

さ
れ
た
医
療
制
度
改
革
関
連
法
に

よ
り
、
療
養
病
床
の
廃
止
・
削
減

や
診
療
報
酬
を
３
・
　
％
引
き
下

１６

げ
る
改
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
国
的
な
産
科
・
小
児

科
の
医
師
不
足
を
受
け
て
、
国
で

進
め
て
い
る
「
医
師
確
保
総
合
対

策
」
に
よ
り
、
産
科
・
小
児
科
医

の
集
約
化
で
医
師
の
転
属
な
ど
が

あ
り
、
市
立
病
院
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
佐
沼

病
院
で
は
こ
れ
ま
で
の
診
療
体
制

を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
産
科
入
院
の
一
部

制
限
と
、
小
児
科
に
お
け
る
時
間

外
で
の
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
、

入
院
を
休
止
し
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　
米
谷
病
院
は
、
耐
震
対
策
の
関

係
も
あ
り
、
病
床
数
１
３
３
床
の

う
ち
　
床
の
休
床
を
余
儀
な
く
さ

８４

れ
る
な
ど
、
医
療
提
供
体
制
や
経

営
面
に
も
大
き
な
影
響
を
受
け
る

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
市
民
皆
さ
ん
に
安
定
し
た
医
療

を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
医

師
確
保
が
前
提
で
あ
り
、
当
面
の

課
題
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

も
大
学
や
県
を
は
じ
め
各
関
係
機

関
に
対
し
て
、
機
会
を
捉
え
な
が

ら
要
請
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
結
果
を
出
す
ま
で
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
で
き

る
医
療
体
制
を
確
立
す
る
た
め
に
、

佐
沼
病
院
を
中
核
病
院
と
し
て
整

備
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
、
ほ
か

の
病
院
の
診
療
機
能
を
確
保
し
な

が
ら
、
救
急
医
療
や
当
直
医
の
勤

務
体
系
の
改
善
、
さ
ら
に
は
、
耐

震
問
題
や
医
師
不
足
に
よ
る
病
院

機
能
の
見
直
し
な
ど
、
早
急
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
各
市
立
病
院
で
は
、
常
勤
医
師

の
退
職
に
よ
る
深
刻
な
医
師
不
足

が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
診
療
制

限
を
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
な
り
ま
し
た
。

　
佐
沼
病
院
の
小
児
科
は
、
常
勤

と
応
援
医
師
の
２
人
体
制
が
、
常

勤
医
師
１
人
と
な
っ
た
た
め
に
、

外
来
の
夜
間
・
休
日
の
診
療
は
平

成
　
年
５
月
１
日
か
ら
休
診
し
、

１８
入
院
に
つ
い
て
は
平
成
　
年
５
月

１８

　
日
か
ら
休
止
し
て
い
ま
す
。

１２　
佐
沼
病
院
の
産
婦
人
科
は
、
平

成
　
年
４
月
１
日
か
ら
常
勤
医
師

１８
が
１
人
と
な
っ
た
た
め
に
、
他
地

域
か
ら
の
里
帰
り
出
産
受
け
入
れ

を
休
止
し
、
危
険
が
伴
う
と
思
わ

れ
る
出
産
は
高
次
医
療
施
設
に
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
米
谷
病
院
の
外
科

に
お
い
て
も
、
常
勤
医
師
の
退
職

に
よ
り
平
成
　
年
９
月
１
日
か
ら

１８

診
療
を
休
止
し
て
い
ま
す
。

　
各
病
院
と
も
常
勤
医
師
は
、
日

中
、
外
来
患
者
の
診
察
と
、
入
院

施
設
を
持
っ
て
い
る
病
院
で
は
、

午
後
か
ら
入
院
患
者
の
診
察
や
手

術
、
訪
問
診
療
と
い
っ
た
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
、
全
国
的
に
医
師
の
偏
在
な
ど
に
よ
る
地
域
医
療
体
制
の
在
り
方
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。
登
米
市
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
さ
ら
に
医
師
不
足
や
診

療
報
酬
の
減
額
改
定
に
よ
る
経
営
の
悪
化
、
建
物
の
耐
震
問
題
な
ど
、
多
く
の

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
て
い
こ
う
と
市
で
は
、
平

成
　
年
４
月
に
医
療
局
に
経
営
改
革
推
進
室
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
病
院

１９
経
営
の
早
期
改
善
を
目
指
す
た
め
に
、
専
門
的
な
知
識
と
経
験
、
実
績
を
有
す

る
病
院
経
営
改
革
専
門
委
員
を
外
部
か
ら
登
用
配
置
す
る
な
ど
、
新
た
な
取
り

組
み
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
市
立
病
院
に
お
け
る
現
状
や
医
療
課
題
（
市
立
病
院
の
現
状
や
経
営
内
容
、

病
院
機
構
の
再
編
や
地
域
医
療
の
在
り
方
な
ど
の
内
容
）
を
、
今
月
か
ら
シ

リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
１
回
目
の
今
回
は
、
医
師
の
勤
務
体
制
や
病
院

事
業
の
経
営
状
況
で
す
。

市
が
抱
え
る
医
療
の

課
題

　　 登米市医療の未来　

診
療
の
休
止
や

診
療
を
制
限
す
る
科
も

医
師
の
過
酷
な
勤
務
状
況

特集

3 Jun.200７

な
と
き
は
す
ぐ
に
病
院
へ
駆
け
つ

け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、

常
に
拘
束
さ
れ
た
状
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
市
の
病
院
運
営
は
、

医
師
の
使
命
感
に
頼
る
部
分
が
大

き
く
、
こ
の
ま
ま
過
酷
な
勤
務
体

制
が
長
く
続
け
ば
、
医
師
確
保
が

困
難
に
な
る
と
と
も
に
、
残
っ
た

医
師
の
負
担
が
ま
す
ま
す
増
大
し
、

さ
ら
な
る
医
療
環
境
の
悪
化
を
招

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ば
な
ら
ず
、　

年
度
に
は
１
人
の

１８

医
師
が
１
カ
月
に
　
日
以
上
の
当

１０

直
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

　
特
に
当
直
は
、
通
常
の
勤
務
を

行
っ
た
後
に
、
そ
の
ま
ま
当
直
の

業
務
に
入
り
、
そ
の
次
の
日
も
外

来
患
者
の
診
察
な
ど
の
通
常
勤
務

と
い
っ
た
、　

時
間
を
超
え
る
過

２４

酷
な
勤
務
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
に
も
常
勤
医
師
は
、

入
院
患
者
の
容
態
急
変
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
、
普
段
か
ら
連
絡
を

取
れ
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
必
要

　
そ
の
ほ
か
に
、
夜
間
の
救
急
搬

送
患
者
・
時
間
外
患
者
や
入
院
患

者
へ
の
対
応
の
た
め
に
、
当
直
で

の
勤
務
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
土
、
日
曜
日
に
は
日
直

が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
限
ら
れ
た
人

数
の
医
師
で
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
現
状
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
各
病
院
で
は
、
東

北
大
学
病
院
な
ど
か
ら
医
師
を
派

遣
し
て
も
ら
い
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
応
援
医

師
も
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ど
う
し
て
も
そ
の
病
院
に
い
る
医

師
で
当
直
や
日
直
を
行
わ
な
け
れ

　
　
年
度
登
米
市
病
院
事
業
特
別

１７
会
計
の
決
算
は
、
総
収
益
が
１
０

１
億
　
万
円
、
総
費
用
は
１
０
６

８６

億
１
１
１
４
万
円
で
単
年
度
で
は

６
億
　
万
円
、
累
積
で
は
約
　
億

２８

５９

円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
年
度
に
つ
い
て
は
、
約
　
億

１８

１３

円
の
赤
字
で
前
年
に
比
べ
て
約
７

億
円
と
２
倍
以
上
の
大
幅
な
増
加

が
見
込
ま
れ
、
累
積
す
る
と
そ
の

額
は
約
　
億
円
に
上
る
と
推
計
し

７２

て
い
ま
す
。

　
こ
の
病
院
事
業
収
益
減
少
の
主

な
要
因
と
し
て
は
、
次
の
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

患
者
数
の
減
少

　

患
者
１
人
当
た
り
の
収
益
の

　
減
少

　

放
射
線
な
ど
検
査
数
の
減
少

　

手
術
件
数
の
減
少

　

診
療
報
酬
改
定
の
影
響

　
診
療
報
酬
の
改
定
内
容
は
、
診

療
報
酬
本
体
で
１
・
　
％
、
薬
価

３６

で
１
・
８
％
、
合
計
で
３
・
　
％
１６

の
減
額
で
、
診
療
収
益
の
減
少
に

大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
医
療
局
経
営
改
革
推
進
室

　

０
２
２
０
（
　
）
５
０
３
０

２１

医
療
費
改
定
・
病
床
数

減
に
よ
る
経
営
の
悪
化

計
よねやま
病院

豊里
病院

米谷
病院

登米
病院

佐沼
病院区分

１９２４３２８内科

８１１１５外科

１１消化器科

３１１１整形外科

２１１皮膚科

１１泌尿器科

２２リハビリテーション科

１１産婦人科

２１１眼科

１１放射線科

１１麻酔科

４１１１
（口腔外科）１歯科

１１小児科

４６４１０５４２３計

表  診療科別医師数                                                  平成１９年４月１日現在

平成１６年度平成１７年度平成１８年度区分

１７２,４２９１６８,４４２１５４,３９２佐沼病院

５７,７２２５４,１０４５０,７９４登米病院

６４,９０４５９,６４０４７,６７１米谷病院

８９,４１４８３,５２４８６,３２３豊里病院

４９,５１１４６,０６５４３,６３３よねやま病院

４３３,９８０４１１,７７５３８２,８１３計

表  病院別外来患者数の推移                                                     単位：人

平成１６年度平成１７年度平成１８年度区分

８７,４１５９０,３３５８２,９０２佐沼病院

３０,１０１２７,１４４２４,８４７登米病院

２８,６０９２８,００３２１,３２７米谷病院

２５,７３９３４,６０６３２,６３４豊里病院

１６,０９４１５,３７５１２,３２７よねやま病院

１８７,９５８１９５,４６３１７４,０３７計

表  病院別入院患者数の推移                                                     単位：人

平成１６年度平成１７年度平成１８年度
（見込み）区分

△ ３３３,６０１△ ２７７,２６５△ ６５７,５８２佐沼病院

５７,０２４△ １,１１７△ ８９,５８０登米病院

△ １４８,５１８△１７０,５３７△ ２８３,５８３米谷病院

△ １３,７４２△ ３８,２４９△ １６９,０２０豊里病院

△ ８１,２５４△１１３,１１０△ １４３,５６３よねやま病院

△ ５２０,０９１△ ６００,２７８△ １,３４３,３２８計

表  病院別単年度剰余金                                                         単位：千円

平成１６年度平成１７年度平成１８年度
（見込み）区分

△ ３,７８２,３７５
（ △９.７）

△ ４,０５９,６４０
（△７.３）

△ ４,７１７,２２２
（ △１６.２）

佐沼病院

△ ６９７,５５６
（７.６）

△ ６９８,６７３
（△０.２）

△ ７８８,２５３
（△１２.８）

登米病院

△ ４３９,９２１
（△５１.０）

△ ６１０,４５７
（△３８.８）

△ ８９４,０４０
（△46.5）

米谷病院

△ ６０,２７４
（△２９.５）

△ ５８,９６１
（２.２）

△ ２２７,９８１
（△２８６.７）

豊里病院

△ ３４９,７９５
（△３０.３）

△ ４６２,９０５
（△３２.３）

△ ６０６,４６８
（△３１.０）

よねやま病院

△ ５,３２９,９２１
（△１０.８）

△ ５,８９０,６３６
（△１０.５）

△ ７,２３３,９６４
（△２２.８）

計

表  病院別年度末累積剰余金　                   単位：千円（前年との増減比率：％）
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６
月
　
日
は「
県
民
防
災
の
日
」

１２

で
す
。
今
か
ら
　
年
前
の
昭
和
　

２９

５３

年
６
月
　
日
に
発
生
し
た
宮
城
県

１２

沖
地
震
で
は
、
市
内
に
大
き
な
被

害
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
記
憶

が
薄
れ
つ
つ
あ
る
中
、
平
成
　
年
１５

５
月
　
日
の
三
陸
南
地
震
、
同
年

２６

７
月
　
日
の
宮
城
県
北
部
連
続
地

２６

震
で
は
、
地
震
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
特
に
午
後
６
時
　
分
ご
ろ
に
発

２４

生
し
た
三
陸
南
地
震
は
、
気
仙
沼

沖
約
　
乂
、
深
さ
約
　
乂
を
震
源

２０

７０

地
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
･

　
近
年
、
世
界
各
地
で
大
き
な
地
震
が
起
き
て
い
ま
す
。「
新
潟
県

中
越
地
震
」
や
「
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
」、
今
年
３
月
に
発
生
し
た

「
能
登
半
島
地
震
」
な
ど
、
地
震
や
津
波
な
ど
に
よ
る
大
き
な
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
宮
城
県
で
も
平
成
　
年
に
発
生
し
た
「
三
陸

１５

南
地
震
」
や
「
宮
城
県
北
部
連
続
地
震
」
な
ど
は
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
す
。

　
近
い
将
来
、
高
い
確
率
で
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
宮
城
県
沖

地
震
。「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
に
備
え
、
的
確
な
行
動
が
取
れ
る
よ

う
、
防
災
に
関
す
る
行
事
に
は
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

０
、
震
度
６
弱
と
い
う
も
の
で
、

宮
城
県
沖
地
震
と
ほ
ぼ
同
じ
規
模

の
も
の
で
し
た
。

　
こ
の
地
震
で
は
、
大
き
な
人
的

被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
配
水
管

の
破
損
、
壁
の
亀
裂
や
一
般
住
宅

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
損
壊
、
墓
石
の
倒

伏
な
ど
、
各
地
で
多
く
の
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。

　
発
生
し
た
時
間
帯
が
夕
食
の
支

度
時
間
に
重
な
っ
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
幸
い
に
も
火
災
な
ど

の
二
次
災
害
は
発
生
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
れ
は
、
宮
城
県
沖
地
震

を
教
訓
と
し
た
「
地
震
の
と
き
は

火
を
消
す
こ
と
」
の
防
災
意
識
が

浸
透
し
て
き
た
か
ら
だ
と
推
測
で

き
ま
す
。

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
大
地
震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震
のののののののののののののののののののの
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生

の
発
生
ににににににににににににににににににににに

備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備
ええええええええええええええええええええ
備
え

６月１２日は県民防災の日／６月１０日は登米市総６月１２日は県民防災の日／６月１０日は登米市総合合防災防災訓練訓練

記
憶
に
新
し
い

大
規
模
地
震
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地
震
が
起
き
た
と
き
に
一
番
大

切
な
の
は
、
自
分
や
家
族
の
身
を

守
る
こ
と
で
す
。
慌
て
て
屋
外
に

飛
び
出
さ
ず
、
次
の
行
動
を
取
る

よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
地
震
発
生
時
の
行
動
】


素
早
く
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
ス
ト
ー

　
ブ
な
ど
の
火
を
消
す


窓
や
戸
を
開
け
避
難
口
を
確
保

　
す
る


ガ
ラ
ス
の
破
片
や
頭
上
か
ら
の

　
落
下
物
に
注
意
す
る


屋
外
で
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
ブ

　
ロ
ッ
ク
塀
に
は
近
寄
ら
な
い

【
地
震
後
の
行
動
】


家
族
や
近
隣
の
人
の
安
全
を
確

　
認
す
る


防
災
行
政
無
線
や
ラ
ジ
オ
で
正

　
し
い
情
報
を
入
手
す
る


揺
れ
が
収
ま
っ
て
か
ら
市
の
指

　
定
避
難
場
所
や
広
場
、
公
園
、

　
駐
車
場
な
ど
に
避
難
す
る


避
難
す
る
場
合
は
電
気
の
ブ
レ

　
ー
カ
ー
を
下
ろ
し
、
ガ
ス
の
元

　
栓
を
し
め
る

　
被
災
し
た
と
き
に
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
い

ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
普
段

か
ら
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
非
常
持
ち
出
し
品
】

　
避
難
す
る
と
き
に
持
ち
出
す
必


ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
防
災
ず
き
ん
）


ナ
イ
フ
・
缶
切
り
・
栓
抜
き


ビ
ニ
ー
ル
袋
・
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト


文
房
具
（
メ
モ
帳
・
ペ
ン
）


貴
重
品
（
印
鑑
・
預
金
通
帳
・

　
保
険
証
・
免
許
証
・
現
金
）

【
非
常
備
蓄
品
】

　
災
害
復
旧
ま
で
の
数
日
間
を
支

え
る
も
の
で
、
一
人
最
低
で
も
３

日
分
、
で
き
れ
ば
５
日
分
を
用
意

し
ま
し
ょ
う
。
被
害
を
受
け
に
く

く
、
取
り
出
し
や
す
い
場
所
に
ま

と
め
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。


食
料
品
（
米
・
レ
ト
ル
ト
パ
ッ

　
ク
食
品
・
カ
ッ
プ
麺
・
梅
干
し
・

　
調
味
料
・
菓
子
類
）


飲
料
水
（
一
人
１
日
３
㍑
が
目

　
安
。
日
ご
ろ
か
ら
こ
ま
め
に
取

　
り
換
え
ま
し
ょ
う
）

需
品
は
、
あ
ま
り
欲
張
り
す
ぎ
ず

最
小
限
に
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。
男
性
で
　
亂
、
女
性
な
ら

１５

　
亂
程
度
を
目
安
と
し
て
、

１０リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
、
ま
と

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。


非
常
用
食
品
（
缶
詰
・
乾
パ
ン
・

　
ビ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
調
理
不
用
な

　
も
の
）


飲
料
水


携
帯
ラ
ジ
オ（
予
備
の
乾
電
池
）


懐
中
電
灯
・
ろ
う
そ
く


ラ
イ
タ
ー
・
マ
ッ
チ


救
急
医
薬
品
・
常
用
薬
・
生
理

　
用
品


日
用
品
（
洗
面
用
具
・
テ
ィ
ッ
 

　
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
・
せ
っ
け
ん
な
ど
）


毛
布
・
シ
ー
ツ


衣
類
・
雨
具
・
軍
手


ハ
ン
カ
チ
・
タ
オ
ル

災害用伝言ダイヤル

地震や大雨などの災害発生時には、特定地域への電話連

絡の殺到が予想されます。災害用伝言ダイヤルは、被災

地への電話がかかりにくい状態になったときでも、被災

地内の家族、親せき、知人などに安否の確認や緊急連絡

を取れるようにするものです。

※音声案内に従い使用してください。伝言を吹き込
む・伝言を聞くことができます。

緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯１７１

地
震
が
発
生
し
た

と
き
の
行
動

被
災
し
た
と
き
に

欠
か
せ
な
い
も
の


固
形
燃
料
か
卓
上
コ
ン
ロ
（
ガ

　
ス
ボ
ン
ベ
は
多
め
に
用
意
）

　
防
災
に
つ
い
て
の
知
識
や
災
害

に
対
す
る
備
え
は
、
そ
れ
を
現
場

で
生
か
す
力
が
あ
っ
て
初
め
て
役

に
立
ち
ま
す
。
災
害
か
ら
家
族
や

地
域
を
守
る
た
め
に
は
、
適
切
な

防
災
行
動
を
身
に
付
け
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
特
に
防
災
訓
練

な
ど
を
通
し
て
、
自
分
の
体
で
覚

え
た
こ
と
は
、
災
害
時
の
大
き
な

力
に
な
り
ま
す
。

　「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
に
備
え
、

的
確
な
行
動
が
取
れ
る
よ
う
、
防

災
に
関
す
る
行
事
に
は
積
極
的
に

参
加
し
て
、「
防
災
」
を
身
近
な
も

の
に
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
か
ら
家
族
や

地
域
を
守
る
た
め
に

総合防災訓練を実施します

市では、高い確率で発生が予想されている宮城県
沖地震に備え、総合防災訓練を実施します。主会
場を中心に各地区の会場でさまざまな訓練を実施
しますので、いざというときのために積極的に参
加しましょう。なお、訓練に参加できない家庭で
は、午前９時の防災行政無線放送を合図として、地
震が発生したときに一番大切な身の安全確保や火
の始末などを行う「一分間行動訓練」を実施して
ください。

【日時】　６月１０日（日）午前８時３０分～１１時３０分
【場所】　■主会場　吉田運動場（米山）
■サブ会場　

【内容】　災害情報広報訓練、安全確保（一分間行
動）訓練、通信運用訓練、初期消火訓練、倒壊建
物救出・救護訓練、応急手当訓練など

【問い合わせ】　総務部防災課　緯 ０２２０（２２）２１３０

昭和５３年６月に発生した宮城県沖地震で倒壊した家屋

いざというときのために非常持ち出し品を準備しましょう

会場地区会場地区

豊里小校庭豊里佐沼小校庭（※6/17）迫

石越防災センター石越登米総合運動公園登米

西郷小校庭南方東和総合運動公園多目的
グランド東和

JR柳津駅津山浅水小校庭中田
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防
災

市民の生命・身体・財産を守り
安心して暮らせる防災都市を目指して

登米市地域防災計画策定
　

　市では、「登米市地域防災計画」を平成１９年２月

に策定しました。この計画は、市民の生命・身体・

財産を災害から守ることを目的として、災害対策

基本法、国の防災基本計画および宮城県地域防災

計画に基づき、登米市における防災に関して、そ

の処理すべき事務と業務の大綱を定めたものです。

　地域防災計画は、本編（風水害等災害対策編、

震災対策編）と資料編に分かれています。本編の

構成は次のとおりとなっています。

【問い合わせ】総務部防災課

　　　　　　   ０２２０（２２）２１３０

▲

災害情報の収集と伝達体制▲

災害広報活動

適切な助け合いの体制づくり▲

災害救助法の適用

迅速で確実な救護体制づくり▲

救急・救助活動▲

医療救護活動▲

交通・輸送活動▲

ヘリコプターの活動

よどみのない応急復旧の体制づくり▲

公共施設などの応急復旧▲

応急住宅などの確保▲

ボランティア活動

市民を災害から守るための基本方針

計画の目的と構成、防災ビジョン、各機関の役割と

業務大綱、市の概況と災害被害想定

　総則

適正で確かな災害予防の活動計画

災害に備える基礎づくり▲

水害、土砂災害、地盤沈下、風雪害などの予防対策▲

地震防災対策▲

ライフライン施設などの予防対策

災害に備える仕組みづくり▲
職員の配備体制、情報通信網の整備▲

防災拠点、相互応援体制、緊急輸送体制▲

医療救護体制、避難収容体制▲

生活物資の確保、ボランティアの受け入れ▲

廃棄物対策

災害に備えるひとづくり▲

防災知識の普及▲

防災訓練の実施▲

自主防災組織の育成

　災害予防対策

速やかでよどみのない災害応急対策の活動計画

迅速な災害情報の伝達・広報▲

防災気象情報の伝達▲

地震災害情報の収集・伝達▲

防災活動体制▲

警戒活動、避難誘導対策

　災害応急対策

迅速な復旧・復興のための活動計画

▲

災害復旧、復興計画▲

生活再建支援▲

住宅復旧支援▲

産業復興支援▲

都市基盤の復興対策▲

義援金の受け入れ、配分▲

激甚災害の指定申請

　災害復旧・復興支援

▲

総則▲

災害対策本部の設置など▲

地震発生時の応急対策など▲

地震防災上、緊急に整備すべき施設などの整備計画▲

防災訓練計画▲

地震防災上、必要な教育および広報に関する計画

　日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震防災対策
　　推進計画（震災対策編のみ）

7 Jun.200７

登米市地域防災計画
    Disaster prevention

　防災ビジョンとは、総則にある「市民を災害から守るための基本方針」の中に設定してあるもので、地域防災
計画の柱となることから、「登米市総合計画」の体系に組み入れた形で設定しています。本市は合併によって市域
が拡大したことで、さまざまな地域特性を持っているまちになりました。そのため、災害の種類も多くなり、また
範囲も広がることから、よりきめ細かな対策が必要です。こうした状況を受けて、すべての市民が安全に安心し
て暮らせるやすらぎのあるまちづくりを目標に、３つの重点施策を掲げ、１８の推進事項を設定しています。

「夢・大地　みんなが愛する水の里」〈活き生き健康都市　登米〉

防災ビジョン

安全に安心して暮らせるやすらぎのあるまちづくり

まちづくりの

将来像

まちづくりの

基本方向

■登米市防災ビジョン

国民保護

計画

ハザード

マップの

作成

すべての市民を災害から守る防災機能の確立

消防・防災機能

の充実、強化

災害に強いまち

づくりの推進

危機管理体制の

整備、拡充

災害に備える

ひとづくり

災害に備える

体制づくり

防災を支える

基礎づくり

助け合いの

体制づくり

防
災
教
育
・
防
災
訓
練
の
実
施
強
化

市
民
の
災
害
行
動
力
の
強
化

職
員
の
災
害
行
動
力
の
強
化

消
防
施
設
・
設
備
の
整
備
に
よ
る
消
防
力
の
充
実
強
化

消
防
団
の
充
実
強
化

自
主
防
災
組
織
の
結
成
促
進

消
防
防
災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
整
備

消
防
・
防
災
拠
点
整
備
と
備
蓄
体
制
の
充
実
強
化

飲
料
水
対
策
（
耐
震
貯
水
槽
［
飲
料
・
消
防
兼
用
］
の
設
置
）

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
化
の
推
進

河
川
・
沼
の
治
水
対
策
の
推
進

避
難
所
の
不
燃
、
耐
震
強
化

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
の
災
害
対
応
力
の
強
化

災
害
応
援
協
定
の
推
進
・
締
結

応
援
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
体
制
の
確
立

災
害
時
要
援
護
者
の
安
全
確
保
体
制
の
確
立

地
域
特
性
に
即
し
た
救
援
・
救
護
体
制
の
確
立

避
難
体
制
・
救
助
活
動
の
充
実

防災ビジョン

（登米市地域

　　防災計画）
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水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
がががががががががががががががががががが

うううううううううううううううううううう
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々
のののののののののののののののののののの

水
道
が
  う
る
お
す
日
々
の
  健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健 健
 やややややややややややややややややややや
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ささささささささささささささささささささ

や
か
さ

す
こ

６
月
１
日
か
ら
の
１
週
間
は
「
第
　
回
水
道
週
間
」
で
す

４９

　わたしたちは、生活のあらゆる場面で水を利用しています。水道の蛇口

をひねればいつでも水が出る現在、水のありがたさや大切さを忘れがちで

す。しかし、水は限りある資源です。その水への感謝の心と、安全な水資

源をわたしたちは未来へ引き継いで行かなければなりません。

　６月１日から７日までは、厚生労働省、都道府県、水道事業体などに

よって水道週間が実施されます。市では「水道がうるおす日々の 健 やか
すこ

さ」をスローガンに、「水」への理解と関心を深めてもらうために、さま

ざまな行事を開催します。
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【
日
時
】　
７
月
８
日
（
日
）

　
午
前
８
時
出
発
、
午
後
５
時
　３０

分
解
散

【
場
所
】　
岩
手
県
岩
手
郡
岩
手
町

御
堂
「
 弓
 弭
ゆ

   
の
泉
」

は
ず

【
募
集
対
象
】　
小
学
生
以
上
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

【
募
集
人
数
】　
　
人
　

８０

【
参
加
費
】　
２
０
０
０
円
（
昼
食

代
込
み
）

【
応
募
方
法
】　
は
が
き
に

住
所

（
郵
便
番
号
も
記
入
）

氏
名

（
参
加
者
全
員
の
名
前
を
記
入
）


年
齢

電
話
番
号

「
北
上

川
源
流
見
学
会
参
加
希
望
」
と

記
入
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
応
募
先
】　
〒
９
８
７
‐
０
７
０
２

　
登
米
市
登
米
町
寺
池
目
子
待
井

　
３
８
１
番
地
１
「
登
米
市
水
道

事
業
所
水
道
管
理
課
」

　
※
１
枚
の
は
が
き
で
５
人
ま
で

応
募
で
き
ま
す
。

【
応
募
締
切
】　
６
月
　
日
（
金
）

２２

必
着

　
※
参
加
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
水
道
事
業
所

　
水
道
管
理
課
　
経
営
管
理
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
３
３
１
３

５２

北上川の源流には諸説がありま

すが、国土交通省では岩手町御

堂観音境内「弓弭の泉」の湧水を

源流としています。

源頼義・義家父子が安倍頼時討伐

（前九年の役）に向けこの地を訪

れた際、大変な猛暑に襲われ、水

が枯れ兵馬とも苦しみました。

その状況を見た義家が御堂観音

に祈念し、弓弭（弓の両端にある

 弓  弦 をかける場所）を岩に突き刺
ゆ づる

したところ、泉が湧き出したと

いう伝説が残っています。

「 弓 弭
ゆ

   の泉」の由来
はず

北
上
川
源
流
見
学
会

参
加
者
募
集

9 Jun.200７

　
水
道
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
で
、
水
資
源
を
大
切

に
す
る
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た

め
に
、
標
語
、
作
文
な
ど
の
コ
ン

テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
募
集
作
品
】
　

標
語

作
文


図
画

習
字

【
対
象
】
　

制
限
な
し


小
・

中
学
生

小
学
生

【
題
材
】
　



水
道
に
関
す
る

も
の

３
年
生
ま
で
「
み
ず
」

４
年
生
以
上
「
水
道
週
間
」

【
規
格
】
　

は
が
き
１
枚
に
１
点


小
学
１
～
３
年
＝
８
０
０
字

以
上
、
小
学
４
～
６
年
＝
１
２

０
０
字
以
上
、
中
学
生
＝
１
６

０
０
字
以
上

画
用
紙
４
ツ
切

判
（
　
×
　
丶
）

半
紙
　

５４

３８

【
応
募
先
】　
〒
９
８
７
‐
０
７
０
２

　
登
米
市
登
米
町
寺
池
目
子
待
井

　
３
８
１
番
地
１
「
登
米
市
水
道

事
業
所
水
道
管
理
課
」

【
応
募
締
切
】
　
６
月
　
日
（
金
）

２２

【
問
い
合
わ
せ
】　
水
道
事
業
所

　
水
道
管
理
課
　
経
営
管
理
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
３
３
１
３

５２

　
北
上
川
の
流
れ
る
水
を
見
て
い

る
と
、
あ
ま
り
汚
れ
て
い
な
い
よ

水
道
に
関
す
る

作
品
募
集

う
に
見
え
ま
す
が
、
河
川
敷
に
は

空
き
缶
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど

の
ゴ
ミ
が
た
く
さ
ん
放
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
大
切
な
水
源
と

な
っ
て
い
る
北
上
川
を
守
る
た
め

に
、
水
道
週
間
に
併
せ
て
河
川
敷

の
清
掃
を
行
い
ま
す
。

　
毎
年
、
市
内
の
水
道
工
事
業
者

で
構
成
す
る
登
米
水
道
水
睦
会
の

メ
ン
バ
ー
や
市
管
工
事
業
協
同
組

合
青
年
部
、
市
職
員
で
清
掃
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら

一
般
の
人
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、

河
川
の
環
境
美
化
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
清
掃
当
日
は
、
現
地
集
合
と
な

り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【
日
時
】
　
６
月
４
日
（
月
）

　
午
後
３
時
か
ら（
現
地
集
合
）　

北
上
川
を
き
れ
い
に

し
ま
せ
ん
か

【
場
所
】　
北
上
川
河
川
敷

　（
中
田
町
浅
水
地
内
）

【
問
い
合
わ
せ
】
　

　
水
道
事
業
所
浄
水
課

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
６
４
０

５２

　
市
の
水
道
に
は
、
市
内
の
ほ
ぼ

全
体
を
給
水
区
域
と
す
る
「
登
米

市
水
道
事
業
」
と
、
津
山
町
横
山

地
区
を
給
水
区
域
と
す
る
「
横
山

簡
易
水
道
事
業
」
の
二
つ
が
あ
り

ま
し
た
が
、
簡
易
水
道
の
経
営
基

盤
の
強
化
と
経
営
の
効
率
化
を
進

め
る
た
め
に
、
平
成
　
年
４
月
か

１９

ら
上
水
道
事
業
へ
統
合
し
て
、
一

つ
の
水
道
事
業
に
な
り
ま
し
た
。

　
簡
易
水
道
事
業
と
は
、
給
水
人

口
５
千
人
未
満
の
水
道
事
業
の
こ

と
で
、
水
道
水
の
安
全
性
な
ど
に

関
す
る
水
道
法
の
適
用
は
上
水
道

事
業
と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
水
道

料
金
や
会
計
の
方
式
が
異
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　
統
合
に
よ
っ
て
簡
易
水
道
の
料

金
は
、
平
成
　
年
度
に
つ
い
て
は

１９

こ
れ
ま
で
の
料
金
と
同
じ
で
す
が
、

そ
の
後
段
階
的
に
改
定
を
行
い
、

平
成
　
年
４
月
に
上
水
道
料
金
と

２２

同
じ
額
に
な
り
ま
す
。

　
横
山
地
区
の
皆
さ
ん
に
は
、
料

金
の
改
定
に
つ
い
て
そ
の
都
度
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町域氏名№

迫安久津　三枝子１

迫髙　山　星　子２

迫加　藤　十三子３

迫芳　賀　とみ子４

登米清　野　千賀子５

登米伊　藤　れい子６

東和狩　野　連　男７

東和及　川　智　弘８

中田後　藤　浩　文９

豊里板　倉　路　子１０

米山松　浦　の　り１１

米山津　花　美　加１２

石越千　葉　義　信１３

石越加　藤　理　子１４

南方大久保　絹　枝１５

南方佐　藤　妙　子１６

津山佐々木　和　子１７

津山伊　藤　し　う１８

登米市水道モニター（敬称略）

市
の
水
道
が
一
つ
に

な
り
ま
し
た

　水道モニターが決まりまし水道モニターが決まりましたた
　

　水道事業に関する市民の意見や要望を事業に反映させて、水道サービ

スを向上させるために、平成１８年度から設置された水道モニター。今年

度のモニターを今年３月に募集したところ、９町域の４０代から７０代まで

の市民から応募があり、１８人のモニターが決まりました。モニターの活

動内容は、水道に関するアンケートの調査・回収、水道事業に関する意

見や感想の随時報告、漏水を発見したときの報告などで任期は１年です。

第１回水道モニター会議が５

月１５日に開催され、布施市長

から委嘱状が交付されました。

【問い合わせ】

水道事業所水道管理課

経営管理係

　 ０２２０（５２）３３１３

市民皆さんで大切な水源を守りましょう

水道事業に関して活発な意見が交わされた第１回水
道モニター会議
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水
道
水
の
節
水
は

９
割
の
市
民
が
意
識

　
市
で
は
、
市
民
皆
さ
ん
へ
よ
り
充
実
し
た
水
道
事
業
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
市
内
の
　
歳
以
上
の
市
民

２０

を
対
象
に
昨
年
　
月
か
ら
今
年
の
１
月
に
か
け
て
、
水
道

１２

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
日
ご
ろ
、
水
道
を
利
用
し
て
い
る
市
民
皆
さ
ん
が
「
登
米

市
の
水
道
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
ア

ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　
水
道
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

安
全
・
安
心
な
水
を

皆
さ
ん
に
届
け
ま
す

　
現
在
の
水
道
料
金
は
、
ほ
か
の

公
共
料
金
と
比
較
し
て
ど
う
思
い

ま
す
か
と
の
問
い
に
、「
安
い
」
と

答
え
た
人
は
　
％
だ
っ
た
の
に
対

１７

し
、「
高
い
」
と
答
え
た
人
は
　
％
、

３５

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
が
　
％
４０

と
い
う
結
果
で
し
た
。

　
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
水
道
水
の

節
水
を
心
掛
け
て
い
ま
す
か
の
問

い
に
関
し
て
は
、
「
積
極
的
に
し

て
い
る
」
が
　
％
、「
で
き
る
範
囲

１６

内
で
し
て
い
る
」
が
　
％
と
全
体

７４

の
９
割
を
占
め
て
お
り
、
節
水
に

対
す
る
意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え

ま
し
た
。

災
害
発
生
時
は
早
急
な

復
旧
作
業
を
望
む
声
が

　
地
震
や
台
風
な
ど
の
大
災
害
発

生
時
に
水
道
が
断
水
し
た
場
合
、

ど
の
く
ら
い
の
期
間
で
復
旧
し
て

ほ
し
い
か
と
の
問
い
に
関
し
て
は
、

　
％
の
人
が
「
１
日
以
内
に
復
旧

６８

し
て
ほ
し
い
」
と
答
え
て
お
り
、

「
３
日
以
内
」の
　
％
と
合
わ
せ
る

３０

と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
素
早
い
復

旧
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

安
全
・
安
心
に
供
給

で
き
る
情
報
提
供
を

　
水
道
事
業
に
関
し
て
ど
の
よ
う

な
情
報
を
提
供
し
て
ほ
し
い
か
と

の
問
い
に
は
、
「
災
害
時
の
水
供

給
に
関
す
る
情
報
」
が
　
％
、「
水

２５

質
に
関
す
る
情
報
」
が
　
％
、「
断

２２

水
予
定
区
域
の
情
報
」
が
　
％
、

１３

「
水
道
料
金
に
つ
い
て
」
「
節
水
方

法
の
情
報
」
が
共
に
　
％
と
い
う

１１

結
果
で
し
た
。

【問】　現在の水道料金は、ほかの公共料金と比較して
　　　どう思いますか

アンケート結果について

　今回のアンケートの結果では、多くの皆さんから「水道料

金が高い」という意見をいただきました。安全・安心な水を

いつでも安定的に届けるために、必要な経費ではありますが、

今後はできるだけ費用の削減に努めていきますので、ご理解

をお願いします。

　また、高い確率で発生するといわれている宮城県沖地震を

含めた大災害発生時の水道の迅速な復旧や、災害時に必要だ

と思われる情報についても意見をいただきました。今後、市

では地震・渇水などの自然災害や水質事故、テロなどへの対

策についての詳細を定めた「登米市水道事業危機管理対策マ

ニュアル（仮称）」を、今年度中に策定する予定です。このマ

ニュアルに基づき、危機管理訓練を定期的に実施して、有事

の際に迅速な対応ができる体制を整えていきます。

　さらに、緊急時の飲料水確保と工事の際に断水すると支障

がある施設への給水を行うため、「緊急用飲料水製造装置」

「給水車（ローリー型２,０００位）」各１台を平成１８年度に購入し
ています。さらに１９年度についても各１台を購入し、災害に

備えていきます。

　今後も皆さんの意見や要望を伺っていきますので、調査票

が配布された際には、ご協力をよろしくお願いします。

【問い合わせ】水道事業所水道管理課　 ０２２０（５２）３３１３

【問】　日ごろから水道水の節水を心掛けていますか

【調査期間】
　平成１８年１２月２３日～平成１９年１月３１日
【調査対象者】
　２０歳以上の市内に住んでいる市民
　※水道モニターの近隣世帯でモニター
　一人当たり１０人程度
【アンケート票の設問数】
　19問
【調査方法】
　水道モニターへ調査、回収を依頼
【回収数】
　１９６人

11 Jun.200７

登米市環境基本条例を制定
　市では、今年３月に環境基本条例を制定して４月から施行しました。条例に掲げた基本理念は、「地域環境の
保全と創造」「持続可能な社会の形成」「地球環境保全の推進」の３つです。この中から「地球環境保全の推進」
の一環として取り組んでいる、「登米市の地球温暖化対策」について紹介します。

＜市民と協働で新エネ・省エネを＞
　市で実施する二酸化炭素の排出量を減らす対策は、新エネルギー導入と省エネルギー推進の２つが柱となっ
ています。新しく建設する公共施設には、太陽光発電装置などを取り入れるほか、省エネルギー仕様での設計
を行っていく方針です。また、市民皆さんの協力をいただきながら、廃食油から再生した「バイオ・ディーゼ
ル燃料」を市民バスに活用して軽油消費量を年間６万９千減らすなど、バイオ燃料の積極的な導入を進めて
います。このほか、市役所から率先して省エネルギーを進めるために、地球温暖化対策率先実行計画を定める
予定で、環境マネジメントシステムを導入するなどの準備も進めています。二酸化炭素の排出を減らすために
は、一人一人が日常生活の中で省エネルギーに努めることが最も
重要な鍵となっています。冷暖房の使用を控え、電気や水道、ガ
スをこまめに切ったり止めたりするだけでもかなりの効果があり
ます。また、ビニールやプラスチック製品なども石油から作られ
ていますので、使う量を減らせばそれだけ省エネルギーにつなが
ります。レジ袋を例にすると、一人が買い物の際に受け取る枚数
は、年間平均２６０枚に達しており、これは石油４.３分に相当しま
す。つまり、市全体では年間約３８万の石油を燃やしているのと
同じ計算になります。買い物の際には、マイバッグ（自分の買い
物袋）やマイバスケット（自分の買い物かご）を用意し、レジ袋
の削減に努めましょう。

＜一人１本の木を植えよう＞
　大気中の二酸化炭素は、樹木が成長する際に吸収されるので、市では森林整備や緑化に努めるなど二酸化炭
素の吸収対策にも力を入れています。身近なところに木を植えることは、誰もができる立派な地球温暖化対策
です。市民がみんなで一人１本の木を植えれば、約３０の山に植林するのと同じ効果があり、これは石油を年
間約８万２千（１本当たり約０.９）節約するのと同じ効果があります。庭などに木を植えて大事に育ててみ
ませんか。

＜市役所ではクールビズ実施中＞
　市では、地球温暖化対策の一環で、６月から９月まで「クールビズ」を進
めています。期間中は、職員もノーネクタイ、上着なしで勤務していますの
で、ご理解をお願いします。市民皆さんも夏は涼しい服装で、冷房の設定温
度を２８℃以上にするようご協力ください。

＜９月１３日は「登米市民環境の日」＞
　登米市環境基本条例では、１９８５年９月１３日に伊豆沼・内沼がラムサール条約に指定登録されたのを記念して、
９月１３日を「登米市民環境の日」と定めました。市では、９月１３日に登米市民環境の日制定記念式典を行うほ
か、その前後で環境保全への理解を深めてもらうためのさまざまな行事を予定しています。また、一斉清掃や
自然観察会、宮城教育大学と連携した環境教育指導者研修会などにも力を入れていく予定ですので、ぜひこれ
らの行事に参加して力を合わせて市の豊かな環境を次の世代に残していきましょう。　

　登米市環境キャラクター「トメル君」「オトメちゃん」は、営利・非営利を問わず、市民や市内の事業者が環
境保全活動のシンボルとした使用や、環境負荷の低減に役立つ商品の表示などに使用することができます。
　使用に当たっては、手続きが必要ですので、詳しくは市ホームページをご覧いただくか、市民生活部環境課
までお問い合わせください。

【問い合わせ】

　　市民生活部環境課　 ０２２０（５８）５５５３

 登 
と

 米 から
め

 止 めよう温暖化
と

～登米市の地球温暖化対策～

登米市環境キャラクターの「トメル君」（左）
と「オトメちゃん」
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主な取り扱い商品住所推進店名№

豚肉、野菜豊里町新田町１９３ー６くらしの森なわ１

野菜、果物中田町石森字室木１１－９フードショップ及川マーケット２

【店頭販売】野菜、果物、花、加工品【飲食】おにぎり、L
ポーク焼肉ランチ、ソフトクリーム、アイスクリームなど米山町西野字新遠田６７ふる里センターＹ・Ｙ３

各種釜めし定食、ジャンボとんかつ定食、レディース御膳、
ヨジテレビ定食、各種弁当など迫町佐沼字中江３－１－５味処　小竹　４

農産物中田町石森字野元１８８－１菜の花村５

漬物、シイタケ、トマト、ニラ
迫町佐沼字中江４－８－８
三京ビル南館２階

スナック　ティアラ６

みそ漬とうふなど中田町上沼字冠木１３６大学食品７

とんかつ定食、各種定食、めん類、サラダ、果物など中田町上沼字弥勒寺中下１６７－１お食事処ポスト８

会食料理、弁当、オードブル、仕出しなど中田町宝江黒沼字大海崎１０３－１割烹くまがい　９

シイタケステーキ、豚肉とキャベツのみそ炒め、ラーメン、
レバニラ炒め、チャーハン迫町佐沼字中江４－９－４ロッキーカフェ１０

米、野菜、果物、花など南方町鴻ノ木３５－１ジャスコ南方店１１

米、野菜、果物、花、加工品中田町石森字本町９５－１産直なかだ愛菜館１２

米、野菜、果物、花、加工品豊里町上屋浦１６産直がんばる館１３

米、野菜、果物、花、加工品津山町横山字細屋２６－１道の駅津山「産直ときめき野菜」１４

米、野菜、果物、花、加工品迫町新田字前沼１４９－７伊豆沼農産農家直売所　１５

自家製ハムとソーセージのグリルセット、伊達の純粋赤豚
しゃぶしゃぶ鍋膳、赤豚カレー、はっとなど迫町新田字前沼１４９－７レストラン「くんぺる」１６

米、野菜、果物、花、加工品登米町寺池桜小路２－１とよま観光物産センター「遠山之里」１７

【店頭販売】米、野菜、果物、花、加工品【飲食】地元仙台
牛のこだわり牛丼など

南方町新高石浦１５０－１道の駅みなみかた「もっこりの里」１８

季節野菜とキノコのカレー・和風パスタ、オムライス、
カルボナーラ、サラダ

豊里町小口前６２－５
花の公園ふるさとセンター内

リトルステップ豊里店１９

【店頭販売】米、野菜、果物、花、加工品【飲食】食財の日
限定季節の旬の食材を使用した定食など

迫町北方字天形１６１－８４迫町ふるさと物産館２０

【店頭販売】米、野菜、果物、花、加工品【飲食】ラーメン、
定食類東和町米川字六反３３－１道の駅東和「森の茶屋」　２１

市内の地産地消推進店（平成１９年３月末現在）

　
昨
年
８
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
登
米

市
地
産
地
消
推
進
店
認
定
制
度
」
で
の
推

進
店
が
、
今
年
３
月
末
ま
で
に
　
店
舗
と

４３

な
り
ま
し
た
。

推
進
店
が
　
店
舗
に

４３

　
推
進
店
は
、
市

内
産
農
産
物
や
市

内
産
農
産
物
を
使

用
し
た
加
工
品
の

取
り
扱
い
を
、
積

極
的
に
増
や
し
て

い
こ
う
と
す
る
意

欲
が
あ
る
市
内
の

販
売
店
で
、
上
記

の
ス
テ
ッ
カ
ー
と

左
の
の
ぼ
り
旗
が

目
印
と
な
っ
て
い

ま
す
。

市内産の農産物やその加工品を扱う
販売店には「地産地消のぼり旗」や
「ステッカー」が設置されています

※申請書は市のホーム

ページからもダウン

ロードできます。

http://www.city.tome.

miyagi.jp/syokuzai/

suisinnten.html

【問い合わせ】

産業経済部農産園芸課

緯 ０２２０（３４）２７１３

　
地
産
地
消
は
、
市
内
流
通
の
確
立
や
農

家
所
得
の
向
上
、
さ
ら
に
は
、
市
民
皆
さ

ん
へ
新
鮮
で
安
全
・
安
心
な
農
産
物
を
提

供
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　
推
進
店
の
申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
産
業
経
済
部
農
産
園
芸
課

（
中
田
庁
舎
２
階
）
に
あ
る
所
定
の
申
請
書

に
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
ま
た

は
郵
送
で
同
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

地
産
地
消

13 Jun.200７

重ねた努力が認められて
市内から２人受章

２００７年春の叙勲で、市内から三浦五郎さん（中田町神ノ

木）が旭日小綬章、佐藤宏さん（迫町出身・仙台市在住）

が瑞宝双光章を受章しました。

主な取り扱い商品住所推進店名№

定食、そば、漬物など迫町佐沼字小金丁６船橋や２２

はっと料理、ハンバーグ定食、焼肉定食、カツ丼など迫町北方字日向前１４３－２レストランはせがわ２３

牛肉、豚肉、惣菜中田町宝江黒沼字大海崎６７－６千葉義肉店２４

各種定食中田町宝江黒沼字大海崎２－１焼肉　八幡２５

納豆、豆腐、油揚げ、味噌、大豆加工品など東和町米谷字元町１４６北上食品工業２６

南方産「仙台牛・もっこり和牛」のサーロインステーキ、
ビーフカレー、和定食など

南方町翌沢７０レストラン「牛トピア」　２７

はっと料理、各種そば・うどん、定食など迫町佐沼字西佐沼５３佐々木屋２８

宴会、婚礼、法事、レストランメニューなど迫町佐沼字中江５－５－１０ホテルサンシャイン佐沼２９

はっと料理、うどん（はっと粉の切り麦）、定食など石越町東郷字平町９３－３農家レストランはっと亭３０

宴会、婚礼、法事、レストランメニューなど迫町佐沼字中江４－１２－１２ホテルニューグランヴィア３１

惣菜、会食、宴会、法事料理など豊里町新田町１５３味処　笠松　３２

はっと料理、とよま丼、登米ポークの角煮入り弁当など登米町寺池桜小路９１味処　もん３３

登米市弁当、牛肉入りはっと、牛にぎりなど迫町佐沼字中江５－２－８若寿司３４

牛肉、豚肉、惣菜中田町浅水字上川面２２４ちば食品３５

はっと料理、天ぷら、すしなど中田町石森字駒牽２６６－２やっぱり鮨信３６

はっと料理、天ぷら、きのこ鍋、豚の角煮など米山町字善王寺武道ヶ崎９２－２田舎料理　ころも川３７

豚肉など迫町佐沼字西佐沼８佐々木精肉店３８

牛肉、豚肉、惣菜迫町佐沼字中江５－５－６阿部食肉　本社工場直売所３９

牛肉、豚肉、惣菜迫町佐沼字中江４－７－６フレッシュミート佐利４丁目店４０

牛肉、豚肉など迫町佐沼字西佐沼６２小竹精肉店４１

はっと料理など
迫町佐沼字光ヶ丘３０
登米祝祭劇場２階

レストラン蓮房４２

だんご、もち、酢めし、すし米迫町佐沼字東佐沼４管源米店４３

春の
叙勲

　
昭
和
　
年
、
佐
沼
町
立
佐
沼
中
学
校
教

２３

諭
と
し
て
奉
職
、
以
来
　
年
余
り
児
童
生

３９

徒
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
し
た
。
そ
の
間
、

中
田
町
立
加
賀
野
小
学
校
長
、
登
米
町
立

登
米
中
学
校
長
な
ど
を
歴
任
。
昭
和
　
年
６２

か
ら
　
年
間
余
り
迫
町
教
育
長
を
務
め
、

１０

社
会
教
育
振
興
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

佐
藤
　
 宏
 さ
ん

ひ
ろ
し

（
迫
町
出
身
・
仙
台
市
在
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
）

７８

　
昭
和
　
年
、
中
田
町
議
会
議
員
に
当
選
、

５４

以
来
８
年
余
り
在
職
。
昭
和
　
年
に
は
、

６３

中
田
町
長
に
当
選
。
平
成
　
年
の
市
町
村

１７

合
併
ま
で
５
期
　
年
に
わ
た
っ
て
、
豊
富

１７

な
経
験
と
卓
抜
し
た
指
導
力
を
も
っ
て
地

方
自
治
の
振
興
・
発
展
に
多
大
な
貢
献
を

果
た
し
ま
し
た
。

旭
日
小
綬
章

三
浦
　
 五
  郎
 さ
ん
（
中
田
町
・
　
歳
）

ご
 
ろ
う

７７
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所得税＋個人市県民税個人市県民税所得税
給与収入

増１９年(度)１８年(度)１９年度１８年度１９年１８年

700円13,000円12,300円13,000円12,300円０円０円３００万円

17,600円199,000円181,400円139,500円74,300円59,500円107,100円５００万円

41,000円463,000円422,000円297,500円185,300円165,500円236,700円７００万円

所得税＋個人市県民税個人市県民税所得税
年金収入

増１９年(度)１８年(度)１９年度１８年度１９年１８年

5,100円27,000円21,900円17,900円5,600円9,100円16,300円２２５万円

6,200円71,200円65,000円50,500円27,700円20,700円37,300円２５０万円

12,500円141,000円128,500円97,000円49,300円44,000円79,200円３００万円

定
率
減
税
の
廃
止
で

税
負
担
額
が
増
え
ま
す

　
地
方
自
治
体
が
財
源
を
自
主
的

に
確
保
し
、
よ
り
効
率
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
よ
う

に
、
国
（
所
得
税
）
か
ら
地
方

（
市
・
県
民
税
）
へ
３
兆
円
の
税

源
移
譲
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
税
源
移
譲
に
よ
り
、
多
く

の
人
は
所
得
税
が
減
り
、
そ
の
分
、

個
人
市
・
県
民
税
が
増
え
ま
す
が
、

所
得
税
と
個
人
市
・
県
民
税
を
合

わ
せ
た
税
負
担
額
は
基
本
的
に
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
定
率
減
税
の
廃
止
に

伴
い
、
実
質
的
な
税
負
担
額
は
増

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

ど
の
く
ら
い
税
負
担
が

増
え
る
の
？

　
給
与
所
得
者
や
年
金
受
給
者
の

世
帯
の
場
合
、
税
負
担
の
目
安
は

次
の
と
お
り
で
す
（
表

、

）。

※
社
会
保
険
料
な
ど
を
差
し
引
い

た
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
。

定
率
減
税
は
ど
う
し
て

廃
止
さ
れ
る
の
？

　
定
率
減
税
は
、
平
成
　
年
度
か

１１

ら
景
気
回
復
対
策
の
た
め
、
暫
定

的
に
税
負
担
の
軽
減
措
置
と
し
て

導
入
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
近

年
、
景
気
回
復
の
兆
し
が
み
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、　

年
度
は
半
減
、

１８

　
年
度
は
廃
止
と
な
り
、
従
来
の

１９形
に
戻
り
ま
す
。

い
つ
か
ら
所
得
税
と
市
・
県
民

税
の
負
担
額
が
変
わ
る
の
？


給
与
所
得
者
の
場
合

　
平
成
　
年
１
月
か
ら
源
泉
徴
収

１９

さ
れ
る
所
得
税
が
減
額
と
な
り
、

平
成
　
年
６
月
か
ら
市
・
県
民
税

１９

が
増
額
に
な
り
ま
す
。


年
金
受
給
者
の
場
合

　
平
成
　
年
２
月
か
ら
源
泉
徴
収

１９

さ
れ
る
所
得
税
が
減
額
と
な
り
、

平
成
　
年
６
月
か
ら
市
・
県
民
税

１９

が
増
額
に
な
り
ま
す
。


事
業
所
得
者
の
場
合

　
平
成
　
年
６
月
か
ら
市
・
県
民

１９

税
が
増
額
と
な
り
、
平
成
　
年
２

２０

月
の
確
定
申
告
で
の
所
得
税
が
減

額
に
な
り
ま
す
。

老
年
者
の
課
税
経
過
措
置
は

今
年
度
ま
で

　
老
年
者
（
昭
和
　
年
１
月
２
日

１５

以
前
生
ま
れ
）
で
合
計
所
得
金
額

が
１
２
５
万
円
以
下
の
場
合
は
、

　
年
度
ま
で
は
非
課
税
で
し
た
が
、

１７　
年
度
か
ら
非
課
税
措
置
が
廃
止

１８さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
急
激

な
税
負
担
の
増
に
な
ら
な
い
よ
う
、

下
記
の
表

の
と
お
り
、
経
過
措

置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
務
部
税
務
課
市
民
税
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
６
３

２２

税源移譲や定率減税の廃止により個人市・県民税の負担額が増えます

平
成
　
年
度
以
降

２０

平
成
　
年
度

１９

平
成
　
年
度

１８

平
成
　
年
度
以
前

１７

老
年
者
（
昭
和
　
年
１
月
２
日
以
前
生
ま
れ
の
人
）
の
課
税
経
過
措
置

１５

全
額
負
担

税
額
の
３
分
の
１
を
減
額

税
額
の
３
分
の
２
を
減
額

合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
人
は
非
課
税

表　給与所得者で妻・子ども２人扶養の４人家族の場合

表　年金受給者で妻扶養の２人家族の場合

※表、ともに一定の社会保険料、生命保険料などを差し引いています。

※表では、子ども２人のうち１人を特定扶養として計算しています。

表　課税経過措置

税 源 移 譲　「国から地方へ」

 ６月から

 個人市・県民税額が増えます

15 Jun.200７

場所期間地区

迫総合支所２階大会議室
６月２２日（金）
６月２５日（月）～２９日（金）

迫

登米総合支所市民福祉課６月２１日（木）～２２日（金）登米

東和総合支所市民福祉課
（東側コーナー）

６月１８日（月）～２２日（金）東和

中田総合支所市民福祉課
６月１８日（月）～２２日（金）
６月２５日（月）～２７日（水）

中田

豊里総合支所
東庁舎１階会議室

６月２５日（月）～２７日（水）豊里

米山総合支所
１階第１会議室

６月２６日（火）～２８日（木）米山

石越総合支所
１階エントランスホール

６月２8日（木）～２９日（金）石越

南方総合支所
１階相談室２

６月２５日（月）～２７日（水）南方

津山総合支所市民福祉課（ふれあ
いセンター）、横山出張所

６月１９日（火）～２１日（木）津山

児童手当現況届受付期間・場所

※受付時間などは個別通知書でご確認ください
※上記期間に都合の悪い人は、６月中に各総合支所市民福祉課の窓口で手続きし　
てください

　
手
続
き
は
忘
れ
ず
に
！

　
　
　
　
　
　
　
児
童
手
当
手
続
き
の
お
知
ら
せ

　
児
童
手
当
受
給
者
は
、
毎
年
６

月
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
対
象
と
な
る
人
に
は
、
個
別
に

案
内
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
受
付

日
時
な
ど
を
確
認
し
て
、
期
間
内

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
況
届
の
手
続
き
に
は
次
の
も

の
が
必
要
で
す
。


 送
付
さ
れ
た
現
況
届
の
案
内


 印
鑑


 受
給
者
の
健
康
保
険
被
保
険

者
証
の
写
し
（
厚
生
年
金
加
入
者

の
み
）

　
ま
た
、
平
成
　
年
１
月
２
日
以

１９

降
に
転
入
し
た
人
は
、
次
の
書
類

が
必
要
と
な
り
ま
す
。


受
給
者
お
よ
び
配
偶
者
の
平
成

　
年
度
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

１９
（
平
成
　
年
中
の
所
得
の
証
明
）

１８

※
控
除
対
象
配
偶
者
と
な
っ
て
い

る
人
の
分
は
不
要
で
す
。

※
受
給
者
が
支
給
要
件
児
童
と
別

居
し
て
い
る
場
合
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
３
歳
未
満
の
児
童
手
当
は
、
こ

れ
ま
で
第
１
子
・
第
２
子
月
額
５

千
円
、
第
３
子
以
降
同
１
万
円
で

し
た
が
、
平
成
　
年
４
月
１
日
か

１９

現
況
届
の
提
出
は

６
月
中
に

児
童
手
当
制
度
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た

現
況
届
に
必
要
な

も
の

ら
は
出
生
順
位
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
律
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
３
歳
以
上
の
児
童
手
当

に
つ
い
て
は
現
行
ど
お
り
で
、
第

１
子
と
第
２
子
は
月
額
５
千
円
、

第
３
子
以
降
は
同
１
万
円
で
す
。

※
今
回
の
改
正
で
受
給
者
が
行
う

手
続
き
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
室

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
５
５
６
２

５８
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　社会福祉法人などで提供している通所介護・訪問介護・短期入所生活介護・介護福祉施設サービス（特別養護老人ホー

ムなどへの入所）利用者で、下表の条件をすべて満たしている人に対する利用者軽減制度です。

　なお、従来の住民税非課税世帯に属している人を対象とした「①軽減制度の内容」のほかに、平成１７年度税制改正（高

齢者の非課税限度額の廃止など）により、住民税非課税者から課税者となった人を対象に利用者負担の急激な増加を抑える

ため、「②税制改正による激変緩和措置」が設けられました。

　被保険者で（１）住民税非課税世帯に属する場合、（２）特例減額措置基準を満たす場合、（３）補足給付の激変緩和措

置基準のいずれかを満たす場合に、特別養護老人ホーム・老人保健施設・介護療養型医療施設、地域密着型介護老人福祉

施設などに入所・短期入所のサービスを利用する際の食費および居住費（滞在費）を軽減するものです。

市では、介護保険サービスを利用している人を対象にさまざまな負担軽減策を実施しています。

②税制改正による激変緩和措置①軽減制度の内容

平成１８年度の税制改正がなかったと仮定して計算し
た場合、利用者負担第３段階に該当する人のうち、
住民税に係る高齢者の非課税措置が廃止されたこと
による経過措置対象者と、同一の世帯に属する要介
護等被保険者

住民税非課税世帯課税など
対象者
の要件

※右記
の要件
をすべ
て満た
す人

年間収入が単身世帯で１９０万円、世帯員が一人増え
るごとに５０万円を加算した額以下

年間収入が単身世帯で１５０万円、世帯員が一人増え
るごとに５０万円を加算した額以下

収入

同左
預貯金などの額が単身世帯で３５０万円、世帯員が一
人増えるごとに１００万円を加算した額以下

預貯金

同左
日常生活で利用する資産以外に活用できる資産がな
いこと

資産

同左負担能力のある親族などに扶養されていないこと扶養

同左介護保険料を滞納していないこと滞納

１／８１／４軽減割合

同左
対象サービス費に係る利用者負担額と食費、居住費
（滞在費）に係る利用者負担額

軽減の対象となる費用

平成１８年７月１日から平成２０年６月３０日－経過措置期間

（２）特例減額措置の基準

　市町村民税課税者のいる世帯（単身世帯は含まない）に属していて

　①世帯の年間収入（公的年金などの収入金額と合計所得金額の合計額）から、施設の利用者負担（サービス費の１割＋食費全

　額＋居住費全額）を除いた残額が８０万円以下であること。

　②世帯の預貯金などが４５０万円以下であること。

　③日常生活で利用する資産以外に活用できる資産がないこと。

　④介護保険料の滞納がないこと。

（３）補足給付の激変緩和措置の基準

　地方税法上の住民税に係る高齢者の非課税措置廃止（税制改正）による経過措置対象者と、その同一世帯に属する被保険者

（経過措置対象者以外の課税者がいないこと）の人で、次の２つの基準をいずれも満たすこと。

　①税制改正がなかったとした場合に、利用者負担第１段階（生活保護受給者、住民税非課税で老齢福祉年金受給者）、第２段

　階（住民税非課税で課税年金収入と合計所得の合計額が８０万円以下）に判定される人。

　②税制改正を受けて利用者負担段階が４段階（課税世帯に属する人）と判定された人。

介護保険サービス利用者
の負担が軽減されます

　介護保険サービス利用
　に関する負担軽減制度

社会福祉法人などによる生計困難者に対する介護保険サービスに係る利用者負担軽減制度

介護保険負担限度額（補足給付）認定制度

17 Jun.200７

　基準や要件を満たし、社会福祉法人等による

生計困難者に対する介護保険サービスに係る利用

者負担軽減制度、介護保険負担限度額（補足給

付）認定制度の利用を希望する人は、費用負担軽

減を認定する「社会福祉法人等利用者負担軽減認

定証」「介護保険負担限度額認定証」を交付します

ので申請してください。

【申請開始】　６月１５日（金）～　

【申請時間】　午前８時３０分から午後５時１５分まで

　　　　　　（閉庁日は除く）

【申請場所】　市民生活部介護保険課介護保険推進係

　　　　　　各総合支所市民福祉課福祉係

【持参するもの】　持参していただくものについて説明しますので、要件を満たすと思われる人は申請前にご連絡

　　　　　　　　ください。

　　　　　　　　※申請書用紙は申請場所に備えてあります。認定証の発行は申請書審査後、７月１日以降に郵

　　　　　　　　送する予定です。

【問い合わせ】　市民生活部介護保険課介護保険推進係　緯 ０２２０（５８）２１１７

申請手続

  市内で交通死亡事故連続発生!!

　今年に入り市内で交通死亡事故が多発しています。交通死亡事故抑止
と飲酒運転の根絶に向け、市を挙げてさまざまな運動を展開しているに
もかかわらず、発生した交通死亡事故の中には飲酒運転によるものもあ
りました。「交通ルール守るあなたが守られる」。家庭や地域、職場など
で、交通安全について話し合い、一人一人が自覚を持ちましょう。

事故概要当事者②当事者①発生場所発生日時

安全不確認により、横断歩道を横断
中の歩行者を跳ね飛ばして死亡させ
たもの

女性・７９歳

歩行者

死　亡

女性・５３歳

軽自動車運転

けがなし

迫町佐沼字小金丁

市道

１/１４

（日）

１７:００

単独走行中、自損転倒し路面に頭部
を強打して死亡したもの

－

男性・７６歳

原付運転

死　亡

米山町字桜岡大又

市道

４/２３

（月）

８:１１

ギアの入れ間違いにより、駐車場か
ら公園内に突っ込み、居合わせた女
性を死亡させたもの

女性・２５歳

歩行者

死　亡

女性・８３歳

普通車運転

けがなし

迫町佐沼字下田中

駐車場内

４/２８

（土）

１２:３０

飲酒運転の上、高速走行しハンドル
操作を誤って、路外の電柱に衝突し
て死亡したもの

男性・３２歳

普通車同乗

死　亡

女性３４歳

普通車運転

死　亡
南方町狼掛県道

４/２９

（日）

１:５５

■問題（特徴）点
　○高齢者が関係する事故が圧倒的に多い
　○地域住民がその生活エリアにおいて事故に遭遇している
　○いまだに飲酒運転による重大事故が発生している
　○土・日曜日の事故が多い
　○４月末になって死亡事故が連続発生している

【問い合わせ】
　佐沼警察署交通課
　　 ０２２０（２２）２１２１

緊急事
態
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ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア


青
少
年
海
外
派
遣
受
入
事
業

　市では、スポーツ大会やスポーツイベントの開催に際し、運営に協力いただけ

る人を広く募集します。登録することによって、「する」「みる」「ささえる」のス

タートになります。気軽に登録してください。

【スポーツボランティアってなあに？】

　地域社会やスポーツクラブ・団体などの各種大会において、自分が持っている専門的能力な

どで大会の運営を支える人のことをいいます。

【登録】

　まずはスポーツボランティアバンクに登録していただきます。ボランティアが必要なス

ポーツ大会、スポーツイベントを開催するときには、登録者に通知して参加について確認し

ます。参加できる人が定員を超えた場合には、抽選などで決定します。

【募集資格】

　高校生以上の市内に在住・在職している人。

　※申し込み時１８歳未満の人は、保護者の同意が必要です。

【活動内容】

　スポーツ大会、スポーツイベントによって異なりますが、主な活動内容は次のとおりです。

【報酬など】

　報酬はありません。交通費は自己負担です。活動中の傷害保険については、スポーツ大会・

イベント主催者において加入します。

【応募方法】

　電話、ファクシミリまたはEメールで申し込みください。ファクシミリ、Eメールの場合は、

住所、氏名、電話番号、生年月日のほか、「スポーツボランティア希望」と明記してください。

【ボランティアが必要なスポーツ大会・スポーツイベント（平成１９年４月現在）】

　

　※このほかにも、ボランティアを必要とするスポーツ大会・

　スポーツイベントが開催されるときには通知します。

【申し込み・問い合わせ】

　教育委員会体育振興課　

　　 ０２２０（３４）２６４９　 ０２２０（３４）２５０４

　　Ｅメール taiikusinko@city.tome.miyagi.jp

募
集
し
ま
す
。

 スポーツボランティア

中田町市ふるさとスポーツ大会８月１９日（日）

迫　町長沼レガッタ９月９日（日）

中田町千葉旗争奪少年剣道大会９月２３日（日）

中田町市スポーツまつり１０月２１日（日）

登米町カッパハーフマラソン１１月２５日（日）

選手のサポート
受付（案内）の補助
試合の補助（誘導・給水）
子どもや高齢者、体の不自由な人へのサ
ポート

来場者へのおもてなし
来場者の誘導、車両整理
会場内の清掃

試合や式典の運営
審判員や役員などの補助
式典などの準備や運営補助

会場設営や準備
競技コースの設営、保全、撤去などの業務
補助

19 Jun.200７

 青少年海外派遣受入事業派遣団員・受入家庭

　「登米市青少年海外派遣事業」とは、市内の青少年の国際性を養い、諸外国の人々との相互理解と

信頼を深めることにより、次代を担う国際感覚豊かな青少年を育成することを目的として行う事業

です。平成１９年度は中高生を対象に、ドイツ、カナダ、オーストラリア、アメリカの４カ国で、ホー

ムステイや市民との交流などを中心としたプログラムを行います。また、夏休み期間中には、友好

姉妹都市のアメリカサウスレイク市から、青少年が登米市を訪れホームステイします。ホストファ

ミリーになり、海外の友達を作ってみませんか。

１．派遣事業

　（※１）負担金は、為替レートの変動などで変更することがあります。また、国内研修参加費、旅券取得の経費、

　　派遣中の食事代などは、本人負担となります。

　（※２）応募資格は上記のほか、次の事項にあてはまる人とします。

　　体が健康で協調性に富み、事前研修から事後研修まで規律ある行動のできる人

　　長期の団体行動に適応できる人

　　学校や地域で、社会参加活動などに積極的に参画している人または参画しようとする人

　　これまでに旧町と市が主催した海外派遣事業に参加したことのない人

　

　【応募方法】市内中学校・高校、教育委員会に備え付けている応募用紙に必要事項を記入して、下記の添付書類

　　と一緒に中学生は担任の先生へ、高校生は教育委員会生涯学習課へ提出してください。

　　※応募用紙は、市ホームページからもダウンロードできます。

　【添付書類】保護者同意書と作文（テーマ「応募の動機および海外研修に参加して何を学び、その経験を帰国後

　　どのように生かしたいと考えているか」字数「１,２００字以内」）

　【募集締切】　平成１９年６月２５日（月）

　【選考方法】　（１）書類審査

　　　　　　　（２）書類審査の合格者が募集人員を超えた場合は、公開による抽選で決定します

　　　　　　　（３）応募者全員に決定結果を通知します

２．受入事業

　【応募方法】　市内中学校・高校、教育委員会に備え付けの応募用紙に必要事項を記入の上、教育委員会生涯学

　　習課へ提出してください。

　　※応募用紙は、市ホームページからもダウンロードできます。

　【募集締切】　平成１９年６月２１日（木）

　【申し込み・問い合わせ】

　　登米市青少年海外派遣受入事業実行委員会事務局

　　（教育委員会生涯学習課内）　

　　〒９８７－０６０２　登米市中田町上沼字西桜場１８番地

　　 ０２２０（３４）２６９８　 ０２２０（３４）２５０４

応募資格（※２）募集人数負担金（※１）活動内容（予定）派遣期間（予定）派遣国

市内居住の
中学２～３年生

１２人２２４,０００円
●交流事業
●ホームステイ
●歴史施設見学
●学校訪問　など

平成１９年１０月１８日～１０月２６日ドイツ

１２人１７７,０００円平成１９年１０月１９日～１０月２７日カナダ

１２人１７０,０００円平成１９年１１月２９日～１２月７日オーストラリア

市内居住の高校生１０人１４７,０００円平成２０年３月１３日～３月２１日アメリカ

募集世帯受入期間（予定）訪問国

中高生のいる家庭１１世帯
（１世帯１人を予定）

平成１９年７月２０日～２６日
アメリカテキサス州
サウスレイク市
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心動かされる
力作がズラリ

登米市民ふれあい美術展
「登展」

実行委員らによるオープニングセレモニー

市民の力作７５作品と特別展示７作品が展示された登展

　
第
３
回
登
米
市
民
ふ
れ
あ
い
美

術
展
「
 登
  展
 」（
登
展
実
行
委
員
会
、

と
 
て
ん

苛
登
米
文
化
振
興
財
団
主
催
）
が

４
月
　
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
、

３０

登
米
祝
祭
劇
場
小
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
美
術
展
に
は
、
幅
広
い
年
齢
層

の
市
民
　
人
が
、
水
墨
・
水
彩
・

５１

油
彩
画
な
ど
　
作
品
の
力
作
を
出

７５

展
。
そ
の
ほ
か
、
今
回
は
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
の
原
画
、
木

工
細
工
、
各
種
展
示
会
の
入
賞
作

品
な
ど
の
特
別
展
示
（
６
人
・
７

作
品
）
も
あ
り
ま
し
た
。

　
　
日
に
開
か
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン

３０
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
実
行
委
員

や
市
文
化
協
会
員
ら
約
　
人
が
参

２０

加
。
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
た
後
、
一
般
に
公
開

さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
々
木
 金
  男
 実
行
委
員
長
（
中

か
ね
 
お

田
）
は
「
作
品
の
質
は
年
々
向
上

し
て
い
ま
す
。
市
内
に
は
絵
画
を

す
る
人
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
い

ま
す
の
で
、
多
く
の
人
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
素
晴
ら
し
い
絵
画

展
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
登
米
町
日
根
牛
の
「
加
藤
家
住

宅
主
屋
」
が
、
文
部
科
学
省
文
化

審
議
会
で
国
の
有
形
文
化
財
（
建

造
物
）
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　
有
形
文
化
財
と
は
、
建
築
　
年
５０

を
経
過
し
た
建
造
物
や
土
木
構
造

物
、
工
作
物
で
歴
史
的
景
観
を
保

ち
、
再
現
す
る
こ
と
が
難
し
い
も

の
な
ど
を
い
い
ま
す
。

　
国
の
有
形
文
化
財
に
は
、
登
録

文
化
財
と
指
定
文
化
財
が
あ
り
、

現
状
変
更
に
強
い
規
制
の
あ
る
指

定
文
化
財
に
比
べ
、
登
録
文
化
財

は
改
修
も
可
能
で
す
。

　
登
録
さ
れ
た
加
藤
家
住
宅
の
主

屋
は
、
明
治
初
期
に
建
て
ら
れ
た

と
さ
れ
、
板
ぶ
き
だ
っ
た
屋
根
を

昭
和
　
年
ご
ろ
に
天
然
ス
レ
ー
ト

１０

ぶ
き
に
改
修
。
木
造
一
部
２
階
建

て
の
入
り
母
屋
造
り
で
、
１
階
の

一
部
が
吹
き
抜
け
と
な
っ
て
お
り
、

 加
藤
家
が
国
登
録
有
形
文
化
財
に

　
　
　
　
　
　
　
明
治
初
期
の
養
蚕
業
対
応
造
り
の
住
宅

「
せ
が
い
造
り
」
と
い
う
工
法
で
屋

根
を
大
き
く
見
せ
て
い
ま
す
。

　
養
蚕
に
備
え
た
高
い
天
井
や
、

下
屋
状
に
張
り
出
し
た
居
間
兼
台

所
の
「
カ
マ
ヤ
」
な
ど
か
ら
、
明

治
期
養
蚕
住
宅
の
特
徴
が
う
か
が

え
ま
す
。

　
ま
た
、
加
藤
家
は
、
文
久
２
年

（
１
８
６
２
）か
ら
地
域
の
ま
と
め

役
の
「
 肝
  入
 り
」
を
し
て
い
た
と

き
も
 
い

伝
え
ら
れ
て
お
り
、
古
文
書
や
記

録
文
書
な
ど
の
貴
重
な
資
料
も
た

く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。

　
　
代
目
の
 惣
  吉
 さ
ん
は
「
現
在
、

そ
う
 き
ち

１１
家
族
は
２
階
で
生
活
を
し
て
い
ま

す
が
、
１
階
部
分
は
一
般
の
皆
さ

ん
に
開
放
し
て
い
ま
す
。
手
を
掛

け
て
い
る
庭
園
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
歴
史
に
触
れ
て

み
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
加
藤
家
は
無
料
で
公
開
し
て
い

ま
す
の
で
、
見
学
す
る
際
は
事
前

に
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。


国
登
録
有
形
文
化
財

　
「
加
藤
家
住
宅
主
屋
」

　
登
米
町
大
字
日
根
牛
峯
畑
１
３

　
８
番
地
１
　
加
藤
 惣
  吉
 　

そ
う
 き
ち

　

０
２
２
０
（
　
）
３
４
１
０

５２

①加藤家住宅主屋②１階部分は高
く設計された天井や明治期を思い
出させる数々の品があります③亘
理家の落款がある額
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緑豊かな森を
次世代へ

市民参加の新たな森林
づくり

スギの苗木を一本一本丁寧に植樹する親子

県内から１０８人の植林ボランティアが参加しました

　
水
環
境
の
保
全
や
自
然
の
大
切

さ
を
広
め
よ
う
と
、「
市
民
参
加

の
新
た
な
森
林
づ
く
り
（
県
、
市

共
催
）」
が
４
月
　
日
、
津
山
町
横

２８

山
地
区
の
大
萱
沢
浄
水
場
付
近
の

山
林
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
県
と
市
が
植
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
県
内
か
ら

親
子
連
れ
な
ど
１
０
８
人
が
参
加
。

花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
品
種
の
苗
木

約
８
０
０
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
布
施
市
長
は
「
木
を
育
て
る
の

は
人
を
育
て
る
の
と
同
じ
で
、
成

長
す
る
に
は
長
い
年
月
と
手
間
暇

を
要
し
ま
す
。
す
く
す
く
と
育
つ

よ
う
に
植
樹
し
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
た
佐
藤
 千
  優
 さ
ん
（
横
山
小

ち
 
ひ
ろ

５
年
）
は
、「
枝
葉
を
よ
け
な
が
ら

穴
を
掘
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た
。

自
分
が
植
え
た
苗
木
に
大
き
く

な
っ
て
も
ら
い
、
地
域
の
災
害
な

ど
を
防
い
で
も
ら
い
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
植
樹
終
了
後
に
は
、
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
全
員
に
、
竹
で
作
成

し
た
「
ウ
グ
イ
ス
笛
」
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

 登
米
市
の
自
然
・
歴
史
を
冊
子
に

　
          「
平
筒
沼
の
植
物
」
「
登
米
物
語
」
発
刊

　
市
の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
あ
る

観
光
地
な
ど
を
多
く
の
人
た
ち
に

紹
介
し
よ
う
と
、
写
真
集
と
観
光

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
こ
の
た
び
発
刊

さ
れ
ま
し
た
。

　「
平
筒
沼
ふ
れ
あ
い
公
園
～
い

こ
い
の
森
と
そ
の
周
辺
の
植
物
」

を
発
刊
し
た
の
は
、
豊
里
町
の
元

教
員
、
髙
橋
 由
  紀
  子
 さ
ん
。　

年

ゆ
 
き
 
こ

２０

前
に
沼
が
整
備
さ
れ
て
以
来
、
散

歩
を
し
な
が
ら
沼
周
辺
に
生
息
す

る
花
や
植
物
を
観
察
し
、
写
真
に

撮
り
た
め
た
２
２
３
種
を
、
A
４

版
カ
ラ
ー
印
刷
　
ペ
ー
ジ
に
ま
と

８６

め
ま
し
た
。

　
高
橋
さ
ん
は
「
季
節
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
が
、
年
に
　
回
以
上

３０

沼
に
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。　

年
１０

前
に
は
観
察
で
き
た
シ
ロ
バ
ナ
カ

タ
ク
リ
（
ユ
リ
科
）
が
、
今
で
は

見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
自
然

体
系
に
よ
る
も
の
か
盗
採
な
の
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
残
念
で
す
。

し
か
し
、
昔
に
比
べ
て
沼
周
辺
の

ご
み
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
楽
し

み
な
が
ら
写
真
を
撮
り
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
登
米
町
出
身
で
川
崎
市
在
住
の

芳
賀
 明
  夫
 さ
ん
は
、
み
や
ぎ
の
明

あ
き
 
お

治
村
の
観
光
名
所
を
掲
載
し
た
観

光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
 登
  米
 物
語
」

と
 
よ
ま

を
発
刊
し
ま
し
た
。

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
館
山

コ
ー
ス
（
徒
歩
約
１
時
間
半
）
と

前
小
路
コ
ー
ス
（
同
約
２
時
間
半
）

の
２
つ
を
、
写
真
と
解
説
付
き
で

分
か
り
や
す
く
紹
介
。 登
  米
 に
昔

と
 
よ
ま

か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
昔
話
５
話

も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
　
日
に
遠
山
之
里
で
行
わ

２８

れ
た
お
披
露
目
会
に
は
、
関
係
者

約
百
人
が
出
席
し
て
、 登
  米
 の
観

と
 
よ
ま

光
に
つ
い
て
の
講
演
な
ど
が
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
な
お
、「
登
米
物
語
」
は
税
込
み

価
格
５
２
５
円
で
、
遠
山
之
里
な

ど
の
観
光
施
設
で
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。

平筒沼の花や植物をまとめた髙橋さん。自費出版
で作成して善王寺小や豊里小・中に寄贈しました

㊧芳賀さんが発刊した
「登米物語」㊨講演会な
どが行われたお披露目会
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 地
域
一
丸
と
な
っ
て
事
故
防
止

　
　
交
通
安
全
出
動
式
／
豊
齢
者
交
通
安
全
大
学
開
校
式

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間

（
５
月
　
日
～
　
日
）
に
合
わ
せ
て
、

１１

２０

市
内
各
地
で
朝
の
街
頭
指
導
や
交

通
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
が
実
施
さ
れ
、

ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
に
交
通
事

故
防
止
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
運
動
出
動
式
は
５
月

　
日
、
市
役
所
中
田
庁
舎
前
で
行

１１わ
れ
、
佐
沼
・
登
米
警
察
署
、
両

管
内
の
交
通
安
全
協
会
、
指
導
隊
、

母
の
会
な
ど
か
ら
約
２
５
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
布
施
市
長
は
「
こ
れ
ま
で
市
内

で
発
生
し
た
交
通
死
亡
事
故
の
多

く
は
、
高
齢
者
や
自
転
車
に
よ
る

も
の
で
す
。
交
通
事
故
は
ち
ょ
っ

と
し
た
気
の
緩
み
に
よ
っ
て
発
生

す
る
の
で
、
こ
の
運
動
を
通
し
て

多
く
の
人
た
ち
に
交
通
安
全
を
呼

び
掛
け
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
パ
ト
カ
ー
や
白
バ
イ
、

交
通
安
全
指
導
車
が
市
内
各
地
へ

街
頭
指
導
に
出
発
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
交
通
死
亡
事

故
防
止
な
ど
に
取
り
組
む
、
地
域

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
的
に
、

「
豊
齢
者
交
通
安
全
大
学
」
の
開
校

式
と
入
校
式
が
　
日
、
佐
沼
・
登

１０

米
警
察
署
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
学
は
、
平
成
　
年
３
月
ま
で

２０

毎
月
２
回
、
交
通
安
全
に
関
す
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
。
署
員
や

地
域
の
交
通
安
全
団
体
の
代
表
者

ら
が
「
教
授
」
と
な
り
、
講
義
を

行
い
ま
す
。

　
名
称
は
、
佐
沼
署
が
「
さ
ぬ
ま

桜
花
大
学
（
学
生
　
人
）」、
登
米

２０

署
が
「
遠
山
豊
齢
者
交
通
安
全
大

学
（
学
生
　
人
）」。
学
生
は
そ
れ

１１

ぞ
れ
増
子
 稔
 、
石
井
 修
  身
 両
署
長

み
の
る
 

お
さ
 

み

か
ら
学
生
証
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

パトカーや白バイなどが一斉に出動した出動式

さぬま桜花大学であいさつする増子佐沼警察署長

石井登米警察署長から学生証の交付を受
ける学生

懐かしい味に
若き日を重ね

登米で学校給食の歴史
「特別展」と学校給食体験

年代別の給食レプリカなどが展示された特別展

昔懐かしいメニューの学校給食を味わう参加者

　
学
校
給
食
の
歴
史
を
紹
介
す
る
、

学
校
給
食
の
歴
史
「
特
別
展
」（


と
よ
ま
振
興
公
社
、
市
歴
史
資
料

館
主
催
）
が
、
４
月
　
日
か
ら
５

２８

月
　
日
ま
で
旧
登
米
高
等
尋
常
小

２７
学
校
（
教
育
資
料
館
）
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
明
治
　
年
、
大
正

２２

　
年
、
昭
和
　
、　

、　

年
の
年

１２

２７

３９

５４

代
別
の
給
食
レ
プ
リ
カ
や
、
献
立

の
写
真
パ
ネ
ル
を
展
示
。
学
校
給

食
の
歴
史
を
年
表
で
紹
介
し
た
パ

ネ
ル
も
設
置
さ
れ
、
お
に
ぎ
り
と

塩
ザ
ケ
だ
け
の
質
素
な
献
立
か
ら
、

年
々
品
数
が
増
え
て
い
っ
た
給
食

の
移
り
変
わ
り
な
ど
が
分
か
り
ま

す
。

　
ま
た
、
２
階
に
あ
る
再
現
教
室

で
は
、
昭
和
　
年
代
の
給
食
体
験

３０

も
実
施
。
ク
ジ
ラ
の
竜
田
揚
げ
、

カ
レ
ー
シ
チ
ュ
ー
、
サ
ラ
ダ
、

コ
ッ
ペ
パ
ン
、
牛
乳
（
ミ
ル
メ
ー

ク

付

き
）
の

昔
懐
か

し
い
メ

ニ
ュ
ー
に
、
参
加
者
は
「
と
て
も

お
い
し
か
っ
た
。
給
食
を
食
べ
な

が
ら
若
き
日
を
思
い
出
し
、
感
極

ま
る
体
験
を
し
ま
し
た
」
な
ど
と

感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

23 Jun.200７

 誰
も
が
安
心
し
て
通
れ
る
道
に

　
        津
山
柳
津
地
区
で
春
の
交
通
安
全
総
点
検

　
歩
行
者
の
立
場
で
道
路
を
歩
き
、

交
通
環
境
の
現
状
把
握
や
問
題
点

を
確
認
し
合
う
「
交
通
安
全
総
点

検
」（
国
土
交
通
省
、
県
、
市
主
催
）

が
５
月
　
日
、
津
山
老
人
福
祉
セ

２１

ン
タ
ー
と
そ
の
周
辺
道
路
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
点
検
に
は
、
小
中
学
生
や
老
人

ク
ラ
ブ
・
交
通
安
全
団
体
員
、
学

校
・
道
路
占
用
者
関
係
者
ら
約
　８０

人
が
参
加
。
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
、
柳
津
地
区
の
中
心
部

を
約
１
丼
ず
つ
歩
き
、
歩
道
の
段

差
や
破
損
な
ど
を
確
認
す
る
路
線

点
検
と
、
標
識
や
横
断
歩
道
を
点

検
す
る
個
所
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

　
調
査
で
は
、
普
段
車
や
自
転
車

で
何
気
な
く
通
る
道
で
も
実
際
に

歩
い
て
み
る
と
、
歩
道
が
急
に
狭

く
な
っ
た
り
段
差
が
あ
っ
た
り
し

て
、
歩
行
者
に
は
歩
き
に
く
い
場

所
の
あ
る
こ
と
が
判
明
。
段
差
が

あ
る
個
所
で
は
、
実
際
に
車
い
す

や
自
転
車
に
乗
っ
て
点
検
も
行
い

ま
し
た
。　

　
参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
点
検

シ
ー
ト
に
問
題
の
あ
る
場
所
を
記

入
し
て
確
認
の
写
真
を
撮
影
。
そ

の
後
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
戻

り
、
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

点
検
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
代
表

者
が
発
表
し
ま
し
た
。

　
点
検
に
参
加
し
た
高
橋
 里
  奈
 さ

り
 
な

ん
（
津
山
中
３
年
）
は
、「
歩
道
の

段
差
や
破
損
な
ど
危
険
箇
所
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
障
害
者
や
高
齢
者

の
人
た
ち
が
通
る
に
は
大
変
だ
と

思
い
ま
し
た
。
早
く
直
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

車いすの車輪が歩道の側溝に落ちることが判明

道路標識の傾きを指摘する参加者

点検結果を取りまとめ今後の改善策を協議しました

自慢の特産品
が勢ぞろい

とめ・ふる里 食  財 の日
● ●

市内でイベント

サクランボの種を飛ばし距離を競った「種飛ばし」

駅内ではサクランボ釣りが行われました

　「
と
め
・
ふ
る
里
 食
  財
 の
日
（
毎

●
 

●

月
第
３
日
曜
と
直
前
の
金
曜
、
土

曜
の
３
日
間
）
」
に
ち
な
み
、
市
内

で
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
道
の
駅
み
な
み
か
た
「
も
っ
こ

り
の
里
」
で
は
日
曜
日
の
５
月
　２０

日
、
南
方
産
も
っ
こ
り
和
牛
や

「
も
っ
こ
り
に
ら
」
な
ど
の
新
鮮
な

野
菜
を
販
売
。
千
円
以
上
の
買
い

物
を
し
た
人
に
、
野
菜
や
も
ち
、

パ
ン
、
漬
物
な
ど
が
必
ず
当
た
る

大
抽
選
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
で
採
れ
た
サ
ク
ラ

ン
ボ
の
特
売
と
「
サ
ク
ラ
ン
ボ
釣

り
」「
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
種
飛
ば
し
」

を
実
施
。
種
飛
ば
し
で
は
、
無
料

で
振
舞
わ
れ
た
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
種

を
勢
い
よ
く
飛
ば
し
、
そ
の
飛
距

離
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
　
丿
　
丶
で
優
勝
し
た
小
野
寺

１０

５０

 正
  康
 さ
ん
（
南
方
）
に
は
、
賞
品

ま
さ
 や
す

と
し
て
２
千
円
相
当
の
サ
ク
ラ
ン

ボ
と
イ
チ
ゴ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
道
の
駅
米
山
「
ふ

る
里
セ
ン
タ
ー
Y
・
Y
」
で
は
、

米
山
産
の
取
り
た
て
イ
チ
ゴ
を

使
っ
た
生
ジ
ュ
ー
ス
や
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
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登米
市の
でき
ご

登米
市の
でき
ごとと

おし
らせ
しま
す

おし
らせ
しま
す！！

▲大事に掘り探したカブトムシの幼虫を手にする豊里小児童

▲隣の学級には負けまいと力走する姿が随所に見られた駅伝大会

▲講習会で協力者から正しい自転車の乗り方を学ぶ参加者

カブトムシの幼虫掘り体験が４月２４日、豊里町竹花

地区の佐藤 正  彦 さん宅で行われ、豊里小３年生５７人
まさ ひこ

が参加しました。幼虫から成虫に変化する様子を観

察することで、生き物の生命の尊さなどを学んでも

らおうと開催。佐藤さんがカブトムシの成長の様子

をイラストで説明した後、幼虫掘りを体験しました。

子どもたちは、傷をつけないように慎重に幼虫を掘

り、見つけるたびに大きな歓声をあげていました。

掘り出した幼虫は、成長が分かる半透明なケースに

入れ、教室で世話をしながら夏の羽化を待ちます。

カブトムシの幼虫見つけた！
豊里でカブトムシの幼虫掘り体験

登米地区小学生自転車安全講習会（登米警察署・登

米地区交通安全協会共催）が５月１２日、旧登米警察署

跡地で開催されました。この講習会は、春の交通安

全運動期間に登米警察署管内４地区（登米、豊里、

東和、津山）の小学生を対象に開催。関係者と合わせ

て約１００人が参加しました。参加した小学生は、さま

ざまに設定されたコースを、緊張しながらも関係者

の熱心な指導を受けながら走行。「友達と遊ぶとき

はいつも自転車を使うので、これからはもっと気を

付けたい」と交通安全を誓っていました。

正しく楽しく自転車走行
登米で自転車安全講習会

学級の士気を高め、粘り強い生徒の育成と持久力の

向上を目的に、学年学級対抗による駅伝大会が５月

１１日、米山中で開催されました。駅伝コースは、校

庭と周辺の道路を使った一区間で、男子が約１,６００、

女子は約１,０００。学級が一丸となって、一本のタス

キを走りつなぎました。沿道には多くの父兄と住民

が応援に訪れ、「頑張れ」などと大きな声援が飛び交

いました。生徒の中には、「もう駄目だ」と言いなが

らも、額の汗を拭いて歯を食いしばり、クラスメー

トの待つ中継点を目指して力走しました。

学級が一丸となって結束
米山中で学級対抗駅伝大会

25 Jun.200７

ト ピ ッ ク ス と め

― TOPICS TOME ―

▲木村さんの指導でベビーマッサージを実演する保健活動推進員

▲楽しい時間を過ごすさくら幼稚園の園児と老人ホーム入所者

中田町浅水の特別養護老人ホーム萩風園で、さくら

幼稚園園児とのお花見交流会が４月２７日に行われま

した。交流会では、２６人の園児による踊りや歌が披

露され、入所者は音楽に合わせて手拍子をしたり、

歌を口ずさんだりしながら、かわいい「孫たち」と

楽しいひとときを過ごしました。最後は、入所者と

園児が手をつないで、童謡「くつがなる」を大合唱。

園児からの「元気で長生きしてくださいね」の言葉

に、笑顔を見せながら「かわいいね。上手だったね」

と園児たちの手を握り締めるお年寄りもいました。

かわいい踊りや歌で交流
中田の老人ホームでお花見交流会

▲お披露目となった舞台で華麗な太鼓演奏などが催されました

横山不動尊春祭り「コミュニティ春祭り奉納演芸大

会」が４月２７、２８日の両日、横山不動尊内の特設ス

テージで開催されました。この特設ステージは、昨

年度横山地区コミュニティ推進協議会が自治宝くじ

コミュニティ助成事業で整備したもので、各種イベ

ントなどで活用できる組み立て式舞台となっていま

す。今回が地域住民へのお披露目となり、会場には

多くの観客が訪れました。小さな子どもたちや各種

団体の見事な演技が披露され、たくさんの拍手と声

援が送られたにぎやかな祭りとなりました。

見事な演技に拍手と声援
津山でコミュニティ春祭り奉納演芸大会

保健活動推進員研修会が５月１６日、南方住民情報セ

ンターで開催され、推進員１９人が参加しました。ロ

イヤルベビーマッサージセラピストの木村 絵  理 さん
え り

（利府町）を講師に迎え、「ベビーマッサージの方法と

効果」について研修。人形を使ったマッサージ実技

なども行われ、参加者は「赤ちゃんと親の気持ちをつ

なぐためにとても効果がありそう」と話していまし

た。推進員が赤ちゃん訪問をする際には、今回研修

した感想などを伝えながら、今後開催するベビー

マッサージ教室への参加を勧めていきます。

親と子の気持ちをつなぐ効果
南方でベビーマッサージ研修会
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▲受入農家の指導を受けながら水田で田植えに挑戦する岩沼中生徒

▲お母さんたちの心身のリフレッシュを目的に開催された親子ビクス

▲地域に古くから伝わる民話を方言を使って語った伊藤さん

子育てに追われているお母さんに、心身をリフレッ

シュしてもらおうと、親子ビクス（石越子育て支援セ

ンター主催）が５月１７日、石越公民館で開催されまし

た。町内の７組の親子１６人が参加。講師に狩野 恵 さ
めぐみ

ん（中田）を迎え、童謡の音楽に合わせて体を動か

しました。子どもたちは、お母さんが体を動かすと、

まねて動かしたり運動の補助をしたり、約１時間親

子で楽しく気持ちの良い汗を流しました。参加者は

「体を動かしていいリフレッシュになりました。次

回もまた参加したい」と話していました。

親子で一緒にリフレッシュ
石越子育て支援センターで親子ビクス

民話の語り手、伊藤 正  子 さんによる「楽しい民話（歴
まさ こ

史博物館主催）」が５月１６日、歴史博物館の旧亘理邸

で開催されました。伊藤さんは、地域に伝わる民話

の中から７つの話を、方言などを使って面白おかし

く紹介。標準語にはない温かみが感じられる語りに、

会場は和やかなムードに包まれました。また、「やっ

てはいけないこと」「生きる知恵」など、子どもたち

への戒めや教えが込められている話もあり、参加者

からは「昔の人の暮らし方が分かり興味深かった。

ほかの話も聞いてみたい」などの感想がありました。

方言を交えた地域の民話を
迫で伊藤正子さんによる楽しい民話

岩沼中２年生１６２人が５月１７、１８日の両日、市内３６世

帯の農家に民泊しながら農業体験をしました。東和

町では１５世帯が７０人の生徒を受け入れ。入村式を終

えた生徒たちは、さっそく各農家で水田や畑などの

作業を行いました。参加した生徒は、農業初体験者

が多く、戸惑いながらも農作業に取り組みました。

田植えを初めて体験した武田 智  也 くんは、「水が冷た
とも や

く足が思うように動かなくて腰が痛くなりました。

でも楽しかったし、とても勉強になりました」と話し

ていました。

農業体験と民泊でふれあい
東和で岩沼中がファームステイ

27 Jun.200７

ト ピ ッ ク ス と め

― TOPICS TOME ―

トピックストピックス  プラスプラス

５/１８

▲開会式で力強く宣誓した佐沼高主将の猪股君

第１６回河北レガッタ２０００の開会式が５月１８日、長沼ボート

場で開催され、１９、２０日の両日に競技が行われました。開

会式では、選手を代表して佐沼高３年の猪股 圭  太  郎 主将が
けい た ろう

「心を一つに最後までこぎ抜きたい」と宣誓。北海道や東京、

静岡などの８都道府県から９２クルー、約２００人が出場し、白

熱したレースを展開しました。

心を一つにして力強いこぎを

４/２７

▲地元（迫）出身の恩田さんの作品を鑑賞する来館者

市歴史博物館企画展「恩田とき子人形展～物語の主人公と

ふるさと」が同館で開催され、４月２７日にはオープニングセ

レモニーが行われました。日本手工芸美術展で金賞を受賞

した、「雪女」や「あしがら山」など２３点を展示。多くの来

館者が人形に込められたメッセージを感じ取りながら鑑賞

していました。企画展は７月８日まで開催されています。

人形から伝わるメッセージを鑑賞

５/１１

▲病院経営改革専門委員に選任された神原さん（右）

市では、市立５病院の再編と経営改革に専門的な助言をも

らうため、「病院経営改革専門委員」に医療コンサルタント

の神原 正  雄 さん（大阪府在住）を選任し、５月１１日に辞令
まさ お

を交付しました。神原さんは現在、株式会社日本医業総研

の顧問や医療法人ほのぼの会の理事などを務めています。

任期は１年で、月５日程度の勤務を想定しています。

病院経営改革に専門委員を設置

５/１０

▲色とりどりの作品が並べられた山野草展示会（迫）

新緑の季節を迎え、市内各地で山野草の展示会が開かれま

した。迫町山野草愛好会は５月１０、１１日、迫町老人福祉セ

ンターを会場に開催。エンコウ草や山シャクヤクなど、約

８０種類、１７０点が展示されました。また、道の駅津山「もく

もくランド」でも１２、１３日に五葉山草会による展示会が開か

れ、会員手作りの作品に観光客が魅了されていました。

工夫を凝らした創作山野草に魅了
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市
民
の
広

市
民
の
広
場場

色華ちゃんはキティちゃん

が大好き。いつもお気に入

りのぬいぐるみと一緒に寝

ています。４歳のお姉ちゃ

んと仲良しで、家の近くの

パークゴルフ場に行ってゴ

ルフを練習しています。

菅原  色  華 ちゃん
いろ は

（中田町本宮）

平成１７年１０月９日生まれ

（１歳）

喜久治さんの二女

機関車や電車のおもちゃが

好きな悠資くん。トーマス

がお気に入りで、家族で電車

のイベントにも行きます。

人を笑わせることが得意な

悠資くん。ひいおばあちゃ

んが漬けた漬物が好物です。

吉田  悠  資 くん
ゆう すけ

（迫町東表）

平成１６年１１月１６日生まれ

（２歳）

貞一さんの長男

　「
大
工
さ
ん
に
な
っ
て
大
き
な

家
や
き
れ
い
な
店
な
ど
、
い
ろ
い

な
建
物
を
造
り
た
い
」
と
話
す
大

輝
君
。
お
父
さ
ん
が
建
築
士
（
設

計
）
の
仕
事
を
し
て
い
る
影
響
で
、

小
学
１
年
の
こ
ろ
か
ら
物
を
作
る

こ
と
に
興
味
を
抱
き
始
め
ま
し
た
。

　
学
校
の
授
業
で
は
、
体
育
と
図

工
が
得
意
科
目
で
、
特
に
工
作
や

絵
が
と
て
も
上
手
で
す
。

　
ま
た
、
友
達
か
ら
の
信
頼
が
あ

宮崎　 大  輝 君（桜岡小４年）
だい き

（米山町江浪・公喜さん方）

物
作
り
が
好
き
な
の
で
大
工
さ
ん
に

る
大
輝
君
は
、
ク
ラ
ス
の
代
表
委

員
を
務
め
、
み
ん
な
の
ま
と
め
役

も
し
て
い
ま
す
。

　「
お
父
さ
ん
の
会
社
に
遊
び
に

行
っ
た
と
き
に
、
建
築
関
係
の
仕

事
は
と
て
も
大
変
だ
と
思
い
ま
し

た
。
で
も
、
物
を
作
る
こ
と
が
好

き
な
の
で
、
図
工
の
時
間
で
は
難

し
い
物
で
も
頑
張
っ
て
作
り
あ
げ

て
、
大
工
さ
ん
を
目
指
し
た
い
」

と
元
気
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
と

わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ししししししししししししししししししししし
の

夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢
№２６

家
流
し
田
畑
呑
み
し
は
そ
は
遥
か

　
千
本
桜
散
ら
し
バ
ス
行
く
　
　
　
　
　
　
東
　
新
　
美
　
里
（
南
方
）

 認
 

に
ん

 知
 
ち

 症
 

し
ょ
う

 避
 け
て
ほ
し
き
と

さ

 一
人
 

ひ
と
り

 娘
 は
ご

　
大
人
の
 塗
 り
 絵
 吾
に
持
ち
来
ぬ
　
　
　
　
伊
　
藤
　
泰
　
子
（

迫

）

ぬ
 

え

車
窓
よ
り
安
達
太
良
山
を
眺
め
つ
ゝ

　
裾
野
の
雪
に
手
を
触
れ
 清
 し
　
　
　
　
　
主
　
藤
　
惠
　
子
（
米
山
）

す
が

 雪
 に
な
り

ゆ
き

 光
 と
な
り
て

ひ
か
り

 父
 は
ゝ
の

ち
ち

　
み
 霊
 と
び

た
ま

 来
 よ
こ

 千
 の

せ
ん

 風
 に
乗
り
　
　
　
　
宮
　
﨑
　
キ
エ
子
（
東
和
）

か
ぜ

 見
  送
 り
も
 迎
 う
る
 時
 も

み
 
お
く
 

む
か
 

と
き

 涙
 せ
る

な
み
だ

　
 母
 の

は
は

 晩
 

ば
ん

 年
 

ね
ん

 今
 は

い
ま

 思
 い

お
も

 出
 　
　
　
　
　
　
　
千
　
葉
　
み
ゆ
き
（
米
山
）

で

友
は
伏
し
短
歌
の
会
に
姿
な
し

　
気
が
か
り
な
れ
ど
舞
に
ゆ
け
ず
　
　
　
　
加
　
藤
　
あ
や
子
（
中
田
）

病
室
の
窓
か
ら
見
え
る
千
切
れ
雲

　
吾
の
思
い
を
乗
せ
て
北
ゆ
け
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
と
み
ゑ
（
中
田
）

雨
の
日
は
湯
船
に
浸
り
腰
癒
す

　
う
た
た
ね
 覚
 ま
す

さ

 蛙
 の
声
に
　
　
　
　
　
本
　
宮
　
や
つ
の
（
中
田
）

か
わ
ず

童
謡
も
ク
ラ
シ
ッ
ク
も
ジ
ャ
ズ
も
あ
り

　「
夕
方
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
」
の
テ
レ
ビ
に
 和
 む
　
千
　
葉
　
み
ゑ
子
（
中
田
）

な
ご

癒
え
て
ゆ
く
心
の
弾
み
風
匂
う

　
土
手
草
む
ら
に
深
く
息
吸
う
　
　
　
　
　
熊
　
谷
　
た
か
よ
（
中
田
）

作

品

募

作

品

募

集集

!!

●
７
月
号
は
俳
句
・
川
柳
で
す
。
住
所
、
氏
名
、
電
話

　
番
号
を
記
入
し
、
６
月
８
日
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
掲
載
し
ま
す
。

市民の広場の保護者

名は、取材時に申し

出があった人の名前

を掲載しています。

市
民
の
広
場
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
掲
載
を
希
望
す
る
人
や

情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

広
報
広
聴
係
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

総
務
部
市
長
公
室
広
報
広
聴
係
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市 民 の 広 場

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
身
長
と
血
液
型
　
１
５
２

㌢

で
Ｏ
型
で
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
現
在
は
　
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
登
米
豊

里
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
で
、
事
務

を
し
て
い
ま
す
。
今
年
で
４
年
目

に
な
り
ま
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
自
分
の
性
格
　
細
か
い
こ
と
を

気
に
し
な
い
大
ざ
っ
ぱ
な
性
格
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
休
日
は
　
友
達
と
ド
ラ
イ
ブ
し

な
が
ら
買
い
物
に
出
掛
け
ま
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
趣
味
は
　
よ
さ
こ
い
で
す
。
地

元
の
チ
ー
ム
「
 華
  幻
 」
に
入
っ
て

か
 
げ
ん

３
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
踊
る
こ

と
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
毎
年

「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
＆
ね
ぷ
た
i

n
と
よ
さ
と
」
に
出
場
し
て
い
ま

す
が
、
今
年
は
市
内
の
全
チ
ー
ム

が
集
ま
り
、「
登
米
市
よ
さ
こ
い
」

を
お
披
露
目
し
ま
す
。
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
の
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。【
市
社
協
津
山
支
所


０
２
２
５
（
　
）
２
１
６
１
鎌
田
】

６８

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
理
想
の
男
性
像
　
し
っ
か
り
と

し
た
考
え
を
持
っ
て
い
る
人
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
結
婚
は
　
　
歳
ま
で
に
で
き
れ

３０

ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
今
や
っ
て
み
た
い
こ
と
　
市
内

の
さ
ま
ざ
ま
な
祭
り
か
ら
声
を
掛

け
て
も
ら
い
、「
華
幻
」
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
よ
さ
こ
い
を
踊
り
た
い
。

ダンスが得意な史弥くん。

音楽に合わせて上手にリズ

ムをとります。おばあちゃ

んのパソコンのキーボード

を押したり、携帯電話で電話

やメールをしたりする、いた

ずらっ子の史弥くんです。

阿部  史  弥 くん
ふみ や

（津山町黄牛町）

平成１８年４月１２日生まれ

（１歳）

道明さんの長男

美春ちゃんの好物はアイス

クリーム。ごはんの後に食

べています。毎日夕方にな

ると、愛犬の「チャチャ」を

連れてママと散歩に出掛け

ます。連休は動物園に行っ

てキリンを見てきました。

工藤  美  春 ちゃん
み はる

（石越町赤谷）

平成１６年４月２７日生まれ

（３歳）

貞之さんの長女

新刊紹介 ＝登米図書館＝ 緯０２２０（５２）２３１６

■大人向け

　※たくさん新刊が入りました。詳しくは市ホーム

　　ページをご覧ください。

■子ども向け

沼倉　仁美さん（２３歳）

　ぬまくら　ひとみ　

　豊里町西二ツ屋・おとめ座

よ
さ
こ
い
に
夢
中
。
市
内
の
祭
り
で

チ
ー
ム
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
踊
り
た
い

わ げ す た づ

わげすたづ　わげすたづ　わげすたづ　わげすたづ

まままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののの若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆
№２６

　
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
　

№２６

突然失踪した夫を追い続けて十数

年、偶然彼を目撃した妻は…。

｢回転木馬｣
柴田よしき/著

おなかがぺこぺこのわにわに。食

べ物を探して台所へ行くと…。

｢わにわにのごちそう｣
小風さち／著

毎日の生活に役立つ圧力鍋のレシ

ピと使い方のコツが満載です。

｢圧力鍋で自慢おかず｣
浜内千波/著

履き心地良さに愛好者急増中。あ

なただけのオリジナルの一足を！

｢手で編む可愛い布ぞうり｣
小石正子/著

おもしろくてちょっと変わったお

友達がいっぱいのころんちゃん。

｢ころんちゃんのおともだち｣
あきやまただし／著

ピーター・パンにまつわる謎の数々

がいま、解き明かされる。

「ピーターと星の守護団　
上・下」
デイヴ・バリー／リドリー・ピ
アスン／著
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健 康 ＆ 福 祉

　中田子育て支援センターは、旧中田幼稚園

舎を活用して開設したものです。

　市内の人は誰でも利用できますので、ぜひ

足を運んでみてください。

【対象者】

　保育所（園）、幼稚園に入所（園）していな

　い０歳から就学前の子どもとその保護者

【自由来館日時】

　月～金曜日の午前９時～１１時３０分

【育児相談】

　個人の秘密は厳守します。

　子育てで悩んでいることなど、気軽にご相

　ください。

　電話での相談も受け付けています。

福祉事務所からのお知らせ

全血
１０:００～１２:３０三愛ロジスティクス㈱　迫営業所

6/16 
１４:００～１６:００みやぎ生協　加賀野店

成分
１０:００～１１:００南 方 庁 舎

　※予約が必要です
　緯 0220（58）2113

２１ 
１３:００～１５:００

　　【問い合わせ】　

　　　　市民生活部健康推進課　健康推進係　

　　　　　　　緯 0220（58）2116

大切な“いのち”を守るため
　　　　  献血にご協力ください休日急患当番医　緯 0220（22）2084（医師会）

緯０２２０（５２）２１７５登米町登 米 病 院6/3

緯０２２０（２９）６０５６南方町島 医 院10

緯０２２０（４５）２３０１東和町米 川 診 療 所17

緯０２２０（２２）２１６０迫 町佐 藤 内 科 医 院24

緯０２２０（４２）２００７東和町米 谷 病 院7/1

　 診療時間　９：００～１７：００
休日・夜間診療案内　緯 0229（24）2267（24時間）

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののののののののの休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番の休日当番医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医

母子健康手帳の交付・妊産婦相談
毎週月曜日　8：30～11：30

　母子健康手帳は原則として、住所地の総合支所市民福

祉課健康づくり係で交付します。上記以外においでの際

は、事前にご連絡ください。

　また、妊産婦の健康相談も行っています。気軽にご相

談ください。電話での相談も、随時受け付けしています。

「中田子育て支援センター」を開設しました !!

障害者就業相談のお知らせ

【相談日】　６月２６日（火）

【場所・時間】　県登米保健福祉事務所　午前１０時～正午

【申し込み】　予約制です。お住まいの総合支所市民福祉課市民

　福祉係へお申し込みください。

【問い合わせ】　福祉事務所社会福祉課　障害福祉係

　　　　　　　緯 0220（58）5551

　　　　　　　各総合支所市民福祉課　市民福祉係

【問い合わせ】　中田子育て支援センター　　緯 0220（34）3505

主な内容月主な内容月

りんご狩り１１月初めましての会６月

クリスマス誕生会１２月七夕飾り作り、七夕誕生会７月

お正月遊び、育児講座１月プール遊び、育児講座８月

豆まき会２月遠足、折り紙遊び９月

ひな祭り誕生会、終わりの会３月人形劇鑑賞、お月見誕生会１０月

　６月から毎週水曜日、あそびの広場「カムカム広場」を始めます。

お子さんと一緒に楽しい時間を過ごしませんか？

　１回目は６月６日に行います。

　登録制となっていますので、参加を希望する人は中田子育て支援

センターにお問い合わせください。

　年間の主な内容は下記のとおりです。

カムカム広場 を 始めま～す

31 Jun.2007

申し込み電話番号担　当場　所日（曜）地区

緯 0220（52）5054医　師登米保健センター１９日（火）登　米

緯 0220（53）4112カウンセラー東和地域福祉センター２２日（金）東　和

緯 0220（34）2311カウンセラー中田保健福祉会館１５日（金）中　田

緯 0225（76）4113カウンセラー豊里健康管理センター１日（金）豊　里

緯 0220（55）2112家族相談士米山総合保健福祉センター７日（木）米　山

緯 0228（34）2112医　師石越総合支所１４日（木）石　越

緯 0220（58）2113
家族相談士

南方保健センター
１４日（木）

南　方
医　師１９日（火）

緯 0225（61）5011医　師登米保健センター１９日（火）津　山

不明な点は、各総合支所市民福祉課　健康づくり係までお問い合わせください

６月の「こころの相談」

●眠れない、気分が落ち込む、イライラする
●家庭や職場、学校などで対人関係がうまくいかない
●人付き合いがおっくうだ　　　　　　　●お酒がやめられない
●物忘れが気になる、認知症による問題行動でどうしたらいいか分からない
●精神疾患を抱えている本人や家族、関係者など

相談は無料で、秘密は守られます。
また、事前に申し込みが必要です。　※居住地以外のところでも相談できます。

一人で悩まずに相談を

纂8020運動を進めよう
　（８０歳になっても、２０本の歯を保
　とう）

纂一生自分の歯で食べよう
纂午後のスタート　ハミガキから
（Ｈ１９歯の衛生週間スローガン）

佐藤　 文  耶 くん
ふみ や

（中田町城内・貴宏さん）

三浦　 梨  奈 ちゃん
り な

（石越町長根・夏恵さん）

二階堂 智  明 くん
とも あき

（石越町第二区・浩一郎さん）

小野寺 花  怜 ちゃん
か れん

（東和町米谷第３区・友明さん）

白鳥　 和 ちゃん
ひより

（南方町沢田・淳さん）

佐藤　 渓 
けい

 昌 くん
しょう

（南方町大門・亜未さん）

及川　 玲  奈 ちゃん
れ な

（南方町柳沢・憲一さん）

鈴木　 然 くん
ぜん

（南方町峯・周さん）

菅原　 太  陽 くん
たい よう

（中田町蓬田・良風さん）

５月１１日までの３歳児健診（３歳６カ月～７カ月児）で虫歯がなかった子は、市内５地区で２ １人中９人でした

６月４日～１０日は歯の衛生週間で６月４日～１０日は歯の衛生週間ですす

ずっとずっと
いっしょがいいな  自分の歯

　この機会に、あなたの歯と口に目
を向けてみませんか。
　毎日のケアとともに、かかりつけ
歯科医による虫歯や歯周病、かみ合
わせなどの健診・早期治療を心掛け
ましょう。
　市では、妊婦歯科健診、乳幼児歯
科健診、３１歳・４０歳厄年歯科健診（１０
月～１２月）を実施しています。
　ぜひご活用ください。
【問い合わせ】
　 ▼各総合支所市民福祉課
　　健康づくり係
　 ▼市民生活部健康推進課
　　地域保健係
　　緯 0220（58）2116

※（　）内には申し出があった保護者の名前を掲載しています。
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の持ち込みが可能な人は、持参して

ください。

【日時】　６月２４日（日）

　午前１０時～正午

【場所】　中田老人福祉センター

【申込期限】　５日前まで

◆出前コース

　申込者の都合が良い時間に自宅へ

パソコンを持参して、相談に応じま

す。

【料金】　１コース5,000円（４時間）

【申し込み・問い合わせ】

　NPO法人パソコン・ネット・みやぎ

　緯 0220（21）5262

　登米祝祭劇場
　６月のイベント情報

◆千葉和嘉ガラスアート展

【期間】　６月１日（金）～３０日（土）

【時間】　午前１０時～

【場所】　レストラン蓮房

　パソコン相談室

◆パソコン教室

　ワードで暑中見舞いや、エクセル

で家族の予定表を作ってみませんか。

ワード

【日時】

　６月１２日（火）午前１０時～正午　

　６月１５日（金）午後７時～９時

エクセル

【日時】

　６月１９日（火）午前１０時～正午　

　６月２２日（金）午後７時～９時

・共通事項

【場所】　迫にぎわいセンター

【受講料】　2,000円

【申込方法】　電話

【申込期限】　受講日前日

◆無料相談室

　パソコンで困っている人のため、

無料相談会を開催します。パソコン

６月９日　三陸道「河北ＩＣ～桃生津山ＩＣ」開通

　三陸縦貫自動車道「河北ＩＣ～桃生津山ＩＣ」間（11.6㎞）が６月９日

（土）に開通します。当日は、同時に共用開始となる桃生豊里ＩＣで午前１０

時から現地式典が行われます。一般開放は午後３時の予定です。

　なお、今回開通する区間の通行料金は無料です。

※今回の開通により石巻河南ＩＣ～桃生津山ＩＣ間の18.3㎞ が無料で通

行できることになります。

【問い合わせ】

　国土交通省仙台河川国道事務所　工務第二課

　緯 022（248）4131（代表）

【ＵＲＬ】　http://www.thr.mlit.go.jp/sendai/

【入場料】　無料

【問い合わせ】　登米祝祭劇場

　緯 0220（22）0111

◆とめ舞踊フェスティバル2007

【日時】　６月９日（土）

　午前１０時～

【場所】　大ホール

【入場料】　前売り　1,500円

【問い合わせ】

　市舞踊団体連絡協議会

　緯 0220（22）0111

◆劇団どんちょうの会第３８回公演

　「ナツヤスミ語辞典」

【日時】　

▲

６月２２日（金）午後７時

　３０分～

▲

６月２３日（土）①午後１

　時３０分～②午後７時３０分～

【場所】　小ホール

【入場料】　前売り　大人1,200円、

　高校生以下800円

【問い合わせ】　

　劇団どんちょうの会

　緯 0220（34）2338

午後３時から一般開放（予定）
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　裁判所からのお知らせ

　６月の広報テーマは「裁判員制度

～最新の情報をお届けします～」で

す。詳しくは、最高裁ホームページ

をご覧ください。

【URL】　http://www.courts.go.jp/

【問い合わせ】

　仙台地方裁判所事務局総務課

　緯 022（222）6111　内線3013

　県政情報コーナー（大河原、大崎、

　栗原、登米、石巻、気仙沼の地方

　振興事務所内）

【資料公表開始日】　６月６日（水）

【対象事業（市内事業を抜粋）】

　 ▼経営体育成基盤整備事業（飯島

　地区、米谷地区、桜場地区）

【意見の募集期間】　

　６月６日（水）～７月５日（木）

【提出先】　県行政評価室

【提出方法】　郵送、ファクシミリ、

　電子メール

　 ▼郵送 〒980－8570

　　※住所記載不要

　 ▼胃 022（211）2493

　 ▼死 g-hyoka@pref.miyagi.jp

【問い合わせ】

　県行政評価室

　緯 022（211）2406

　骨髄提供希望者登録日

【６月の登録受付日】

　６月１２日（火）、２６日（火）

　※事前予約が必要です

【受付時間】　午前１０時～正午

【問い合わせ】

　県登米保健福祉事務所（登米保健

　所）健康対策班

　緯 0220（22）6119

　税務職員を募集します

　公共事業再評価への
　意見を募集

　ＪＲ東日本から
　線路沿線の皆さんへ

　仙台国税局では、税務職員を募集

します。

【受験資格】　昭和６１年４月２日～平

　成２年４月１日生まれの人

【申込受付期間】　

　６月２６日（火）～７月３日（火）

【試験日・試験内容】

　 ▼第１次試験（教養試験、適性試

　験、作文試験）＝９月９日（日）

　 ▼第２次試験（人物試験、身体検

　査）＝１０月１８日（木）～２５日（木）

　のいずれか指定する日

【受験申込書の請求】　最寄りの税務

　県では、現在実施している公共事

業の中で、事業着手後、相当の期間

が経過している事業について、事業

を継続すべきかどうかの再評価を

行っています。再評価に関する資料

を公表していますので、皆さんから

の意見を募集します。

【資料の公表】　県のホームページ、

　県政情報センター（県庁地下１階）、

　列車の安全運行と関係設備の適正

な管理を行うために、除草剤を散布

します。沿線の皆さんにはご迷惑を

おかけすることのないよう、慎重に

散布しますので、ご理解をお願いい

たします。

【散布範囲】　※線路内

　 ▼東北本線＝瀬峰～油島

　 ▼気仙沼線＝のの岳～陸前戸倉

【散布時期】

　６月１日（金）～１１月３０日（金）

【散布時間】　夜間

【除草剤の種類】　ラウンドアップハ

　イロード（農薬登録番号第20109

　号）、イソキシール（農薬登録番号

　第14731号）

【その他】

　雨天、強風時は中止します

【発注者・問い合わせ】

　東日本旅客鉄道㈱

　小牛田保線技術センター

　緯 0229（33）3232

　放送大学
　10月入学生募集

　文部科学省・総務省所管の通信制

大学で、衛星放送などを使い授業を

しています。

【募集学生の種類】　

◆教養学部＝①全科履修生（４年以

　上在学）②選科履修生（１年間在

　学）③科目履修生（６カ月間在学）

◆大学院＝④修士選科生（１年間在

　学）⑤修士科目生（６カ月間在学）

【応募資格】　①、④、⑤は満１８歳以

　上、②、③は満１５歳以上

【募集期間】

　６月１５日（金）～８月１５日（水）

【資料請求（無料）・問い合わせ】　

　放送大学宮城学習センター

　緯 022（224）0651

　※大学のホームページ（http://w

　ww.u-air.ac.jp/）からも資料の請

　求ができます。

　署、仙台国税局人事第二課または

　人事院東北事務局

【受験申込書の提出先】※郵送

　人事院東北事務局　第二課試験係

　〒980－0014

　仙台市青葉区本町３－２－２３

【問い合わせ】

　佐沼税務署総務課

　緯 0220（22）2501

　人事院東北事務局

　緯 022（221）2022

　仙台国税局人事第二課

　緯 022（263）1111　内線3236
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　参議院議員選挙に伴う
　「公開討論会」

　白鳥スマイルキッズデー
　参加者募集

【日時】　６月２６日（火）

　午後７時開演（午後６時開場）

【場所】　登米祝祭劇場　大ホール

【入場料】　無料

【入場制限】　開演後は入場できませ

　ん。開演時間前にお越しください。

　また、入場後は原則として席を立

　つことができません。

【テーマ募集】　聞いてみたいと思う

　テーマを電子メールでお寄せくだ

　さい。

【問い合わせ】

　社団法人　とめ青年会議所

　緯 0220（22）7113

　※月～金曜日の午前１１時～午後３

　時

　死 tomejc@l-net.ne.jp

　石森高市

　親子で体験保育ができます。

　また、専任保育士が育児相談にも

応じます。

　事業主の皆さんへ
　求人募集のお願い

　平成２０年３月新規中学校・高等学

校卒業者を対象とする求人申し込み

が、６月２０日（水）から始まります。

早期に採用計画を立てていただき、

求人申し込みをしていただきますよ

う、ご協力をお願いします。

【問い合わせ】

　ハローワーク迫（学卒担当）

　緯 0220（22）8609

　３０数年ぶりに復活し、今年で５回

目となります。

【日時】　６月９日（土）、１０日（日）

　午前９時～午後４時

【場所】　石ノ森章太郎ふるさと記念

　館前駐車場（県道４号線沿い）

【内容】　各種出店、仮装パレード、

　チャリティバザー、小学生による

　「みせっこ屋」、子どもみこし、ラ

　ムネの早飲み大会など

【駐車場】　石森小学校校庭、石森電

　子駐車場、JAカントリーエレベー

　ター（シャトルバス送迎有り）

【問い合わせ】

　石森高市実行委員会事務局

　（石森ふれあいセンター内）

　緯 0220（34）2341

最終合格
第２次
試　験

第１次
試　験

申込受付期間
採用予定
人　　員

試　験　区　分

８月下旬
７月下旬～

８月上旬

７月８日
（日）

６月１５日（金）
まで

125人程度男性／一般
警察官Ａ

（大卒・卒業
見込み）

5人程度武道指導

20人程度女　　性

１１月中旬
１０月上旬～

中旬

９月１６日
（日）

７月２７日（金）～

８月２４日（金）

65人程度男　　性警察官Ｂ
（大卒以外） 10人程度女　　性

１１月中旬
１０月下旬～

１１月上旬

９月２３日
（日）

８月１０日（金）～

８月３１日（金）

10人程度短大卒程度
警察事務

3人程度高校卒程度

【問い合わせ】

　佐沼警察署　警務課　緯 0220（22）2121

　登米警察署　警務課　緯 0220（52）2121

纂平成１９年度警察官・警察職員採用試験日程

　宮城県警察官・警察職員を募集します。

　試験案内（受験申込書）は佐沼警察署、登米警察署、各交番・駐在所

にあります。

宮城県警察官・警察職員募集

社会保険相談所開設

　健康保険、国民年金など社会保

険全般について相談に応じます。

【６月の開設日】　６月２０日（水）

【時間】　午前９時１０分～正午

　　　　午後１時～３時３０分

【場所】　迫公民館

【問い合わせ】

　古川社会保険事務所

　緯 0229（23）1200

【日時】　６月１９日（火）

　午前９時３０分～１１時

【場所】　白鳥保育園（南方町）

【対象者】　乳児～就学前の児童

【内容】　リズム遊び

【会費】　無料

【持ち物】　着替え、帽子、汚れ物入

　れ、体ふき用タオル

【申し込み・問い合わせ】

　白鳥保育園

　緯 0220（58）2681

　※随時、受け付けています。

昨
年
の
「
石
森
高
市
」の
様
子
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【問い合わせ】　市民生活部市民課　　緯 0220（58）2118

　　　　　　　古川社会保険事務所　緯 0229（23）1200

　先に子宮がん検診（集団検診）を

実施しましたが、受けられなかった

人を対象に下記のとおり実施します。

【検診期間】

　６月１１日（月）～６月２３日（土）

【実施場所】　市の指定医療機関

【対象者】　津山町在住の２０歳以上の

　女性で、先に実施した子宮がん検

　診（集団検診）を申し込みし、受

　けられなかった人

【検診料金】　無料

【受診票の交付】　受診する人には、

　下記のとおり受診票を交付します。

　◆交付日時

　　６月６日（水）～８日（金）

　　午前８時３０分～午後５時

【交付場所・問い合わせ】　　　

　津山総合支所市民福祉課

　健康づくり係

　（津山老人福祉センター内）

　緯 0225（61）5011

　津山町子宮がん検診
　実施のお知らせ

インターネットで年金加入記録が確認できまインターネットで年金加入記録が確認できますす

　年金の加入記録は、最寄りの社会保険事務所へ年金手帳を持参して確認す

るほか、社会保険庁のホームページ（http://www.sia.go.jp/）から閲覧する

こともできます。トップページからは「相談案内」→「年金加入記録照会～」

→「４．年金個人情報提供サービス」へ進みます。

【手続きの流れ】

①インターネットで利用登録

　「ご利用登録」の画面で「基礎年金番号、氏名、生年月日、性別、郵便番号、

住所、自分で設定したパスワード（「お客様設定パスワード」）、電話番号」

を入力します。

②ユーザーＩＤとパスワードの発行

　社会保険庁による本人確認の後、ユーザーＩＤとパスワードが自宅に郵送

されます（申し込みから発行まで２週間程度かかります）。

③インターネットで年金加入記録を閲覧

　郵送されたユーザーＩＤとパスワード、申し込みのときに登録した「お客

様設定パスワード」を入力してログインします。その場で年金の加入記録な

どを確認できます。

※老齢年金を受けている人、共済組合の組合員の人は利用できません。

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ国民年金だよりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

　平成１９年４月から年金制度が一部改正されています。主な改正点を紹介し

ます。

離婚時の厚生年金の分割制度を導入

　平成１９年４月１日以後に離婚した場合、両者の合意または裁判所の決定に

より、婚姻期間中の厚生年金の保険料納付記録を分割できる制度です。

７０歳以上の被保険者に在職老齢年金の仕組みを導入

　７０歳以上の人も、厚生年金の適用事業所に勤めている場合、年金と賃金の

額によって、老齢厚生年金の全部または一部が支給停止になります。だだし、

昭和１２年４月１日以前生まれの人は、対象となりません。

老齢厚生年金の繰り下げ制度を導入

　老齢基礎年金には従来から繰り下げ制度がありましたが、老齢厚生年金に

ついても、６５歳から支給を受けずに開始年齢を遅らせることで、増額した年

金を受け取れるようになります。

６５歳以上の人の遺族厚生年金の支給方法の見直し

　自らの老齢厚生年金を全額受給した上で、現行水準との差額を遺族厚生年

金として受給する制度に変更されます。

若齢期の妻の遺族厚生年金制度の見直し

　夫の死亡時に３０歳未満で、子を養育していない妻などに対する遺族厚生年

金は、５年間の有期給付となります。

本人の申し出による年金支給停止のしくみを導入

　年金受給者が自ら申し出することによって、年金の受取りを停止すること

ができるようになります。

年金制度改正のお知ら年金制度改正のお知らせせ

　ぜんそく児童のための
　水泳教室

【日時】　６月１６日（土）

　午前１０時～１１時

【場所】　市民プール

【対象】　小学１～４年生でぜんそく

　の症状が軽度な児童とその保護者

【定員】　２０人（先着順）

【参加費】　無料

【内容】　①保護者へのぜんそくに関

　する説明②ピークフロー測定（吐

　く息の最大瞬間風量測定）③プー

　ル実技（子どものみ）

【申込方法】　直接または電話

【申し込み・問い合わせ】

　市民プール

　緯 0220（22）5492　
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　市内図書館（室）
　からのお知らせ

　小型ガス瞬間湯沸かし器
　を使用している皆さんへ

　最近、換気不良により、小型ガス

瞬間湯沸かし器での一酸化炭素中毒

による死亡事故が発生しています。

　物が燃えるには、酸素が必要です。

十分に換気をしなければ酸素が不足

し、一酸化炭素が発生します。閉め

切った４畳半で小型ガス瞬間湯沸か

し器を使用すると、約２０分で致死量

の一酸化炭素が部屋に充満すること

もあります。

必ず換気をして、
一酸化炭素中毒による
死亡事故を防ぎましょう

インターネットによる蔵書検索に

ついて

　６月から、インターネットを利用

して登米図書館と中田図書室の蔵書

検索ができるようになりました。

【ＵＲＬ】　http://www.tosyokan.

　city.tome.miyagi.jp/

　※市ホームページからもアクセス

　できます。

利用者カードについて

　６月から、１枚の利用者カードで

登米図書館と中田図書室の両方で利

用できるようになりました。

　これまでの利用者カードを持って

いる人も新たに申請が必要です。

【事前申請した人】

　申請書を提出した図書館または公

民館などの窓口で、本人確認の上、

交付します。免許証などの身分証を

持参してください。

【今後、申請する人】

　市内図書館、教育委員会中田事務

所（中田生涯学習センター内）で直

接お申し込みください。来館した際、

申込書に記入してもらいます。

※迫図書館については、平成２０年度

からの利用開始に向けて準備中です。

貸し出し冊数と期間について

　６月からの迫図書館、登米図書館、

中田図書室の貸出可能冊数と貸出期

間は下記のとおりです。保育所など

団体での利用については、お問い合

わせください。

【貸出冊数】　１人３冊

　※３カ所を利用した場合は、一人

　当たり合計９冊まで

【貸出期間】　１４日間（貸出日を含む）

【問い合わせ】

　迫図書館　　緯 0220（22）9820

　登米図書館　緯 0220（52）2316

　中田図書室　緯 0220（34）8081

※携帯電話からも

利用できます。右

のＱＲコードをご

利用ください。

　一酸化炭素は無色無臭です。頭痛

や吐き気で異変に気づいたときには、

手足がしびれて動けず、手遅れに

なって死に至る場合もあります。

　必ず換気をしてください。

【問い合わせ】

　総務部防災課　危機対策係

　緯 0220（22）2130

住宅バリアフリー改修に伴う
固定資産税の減額制度のお知らせ

住宅のバリアフリー改修をした場合、次の要件を満たすと

対象家屋に対する翌年度分の固定資産税が減額されます。

【要件】

　 ▼平成１９年１月１日以前に建築された住宅（居住部分が２分の１以上）

　であること 

　 ▼次のいずれかに該当する人が居住する既存の住宅であること（賃貸

　住宅を除く） 

　　①65歳以上の人 

　　②要介護認定または要支援認定を受けている人

　　③障害のある人

　 ▼次の改修工事で、補助金などを除く自己負担が３０万円以上のもので

　あること 

　　①廊下の拡幅　　　　　⑤手すりの取り付け

　　②階段の勾配の緩和　　⑥床の段差の解消

　　③浴室の改良　　　　　⑦引き戸への取り換え

　　④便所の改良　　　　　⑧床表面の滑り止め化

【対象改修期間】

　平成１９年４月１日から平成２２年３月３１日までに改修工事が完了のもの

【減額される税額】

　住宅１戸当たりの床面積１００㎡ までを限度として、翌年度分の税額の

　３分の１を減額

【減額を受けるための手続き】

　減額の措置を受けるには、バリアフリー改修に伴う固定資産税減額申

　告書に、領収書・工事明細書（工事内容を示す書類は、建築士、登録

　性能評価機関などによる証明で代替可能）・改修工事の図面・写真（改

　修前後）・補助金などの関係書類を添付し、改修後３カ月以内に申告し

　てください。申告書は、総務部税務課（迫庁舎１階）と各総合支所地

　域生活課に用意しています。

【問い合わせ】　総務部税務課　固定資産税係　緯 0220（22）2163

６月～９月は「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「クククククククククククククククククククククククククククククククククーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズ「クールビズ」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

市では、地球温暖化対策の一環

として、６月から９月までの期

間「クールビズ」を推進し、クー

ルビズスタイル（ノーネクタイ・

上着なし）を実施します。

37 Jun.2007

セルフ給油所における事故防止対策

消防・防災マニュア消防・防災マニュアルル「事故は未然に防ぎましょう「事故は未然に防ぎましょう」」

【問い合わせ】　消防本部・消防署　緯 0220（22）0119

　全国的にセルフスタンドが増設されたことで、静電気による火災や給油時にガソリンなどが吹きこぼれ

る事故が多く発生しています。

　これらの火災や事故などを未然に防止するために、ルールを守りましょう。

　６月は
　土砂災害防止月間

　雨が多いこの時期は、土砂災害が

多発する季節です。土砂災害は、い

つ、どこで発生するか分かりません。

◆こんな前兆が見受けられたら注意

してください

【土石流】

　算雨が降っているのに川水が減っ

　　ている

　算川が濁っていたり、流木が混

　　じっていたりする

　算山がうなっているような音がす

　　る

【地すべり】

　算高台にある池の水が減ったり増

　　えたりしている

　算ドアが開きづらい

　算地面にひびが入ったり変形した

　　りしている

　算井戸が枯れたり、水が濁ったり

　している

【がけ崩れ】

　算がけから小石が落ちてくる

　算がけから水がわき出ている

　算がけや斜面に割れ目がある

【問い合わせ】

　建設部土木管理課

　道路河川管理係

　緯 0220（34）2365

　安心・安全な消費生活の実現を目

指して、消費者講座を開催します。

【講座内容】　５回開催

　①７月＝生活全般に関する講話

　②８月＝移動研修（仙台地方裁判

　所）

　③９月＝クレジットカードに関す

　る講話

　④１１月＝クリーニングに関する講

　話

　⑤１２月＝相続に関する講話

【定員】　１００人（先着順）

【受講料】　無料（ただし、移動研修

　時の昼食代は実費負担です）

【申込方法】　電話、ファクシミリ

　※ファクシミリの場合は、住所、

　氏名、電話番号、行政区名を記入

　の上、消費者講座受講希望と明記

　してください。

【募集締切】　６月２２日(金）

【申し込み・問い合わせ】

　産業経済部商工観光課

　商工振興係

　緯 0220（34）2734

　胃 0220（34）2802

　消費者講座受講生募集

①発生原因

　人体に帯電した静電気が給油中にノズルと金属部

分との間で放電し、給油口から出ている可燃性蒸気

に着火。

②対策

　 ▼静電気除去のため、自動車の金属部分に触れる。

　 ▼付近に設置されている静電気除去装置に触れる。

①発生原因

　満量停止装置が作動不良の場合や給油ノズルの差

し込み不良、継ぎ足し給油による不適切な給油方法

により発生。

②対策

　 ▼給油ノズルを確実に差し込む。

　 ▼給油ノズルのレバーを確実に引く。

　 ▼自動的に給油が止まったら、それ以上の給油は

　しない。

　 ▼操作など不安なときには、従業員に聞く。

４月の出動件数
（　）は平成１９年の累計

６件  
（24件）

火　災

222件  
（844件）

救　急

０件  
（０件）

救　助

静電気による火災について ガソリンなどの吹きこぼれについて

算給油中はエンジンを停止する。

算給油前には自動車のドア・窓を

閉める。

算セルフスタンドでは、ガソリン

の容器注入をしない。

そのほかの注意事項

▼

中央の黒い部分が静電気除去装置
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緯

登米市のデータ

緯お知らせお知らせのの
問い合わせ問い合わせ先先

開催場所
開催日

７月６月

迫総合支所２日（月）４日（月）

南方総合支所５日（木）７日（木）

登米総合支所９日（月）１１日（月）

東和総合支所１２日（木）１４日（木）

豊里総合支所１９日（木）１８日（月）

米山総合支所２３日（月）２１日（木）

石越総合支所２６日（木）２５日（月）

津山総合支所３０日（月）２８日（木）

【時間】　午前１０時～午後３時

【相談料】　無料

　※相談日以外は、商工観光課で消

　費生活相談員が応じています。

【問い合わせ】　

　産業経済部商工観光課　商工振興係

　緯 0220（34）2734

◆６月１４日（木）

　（登米・豊里・米山・南方・津山）

◆６月２８日（木）

　（迫・東和・中田・石越）

　※受け付けは午前９時３０分まで

【持ってくるもの】

　印鑑、鑑札（犬の場合）

【受け付け・問い合わせ】

　各総合支所地域生活課　地域係

　消費生活出前相談

　各総合支所で、消費生活について

の相談などを聞き、解決するための

手伝いをします。

【６月・７月の相談日】

人口・世帯数

（平成19年4月末現在）

人　口
世帯数地区

計女男

22,15711,45310,7047,206迫

5,6832,9932,6901,836登米

7,9114,0473,8642,555東和

16,5868,5438,0434,597中田

7,0643,6223,4421,998豊里

10,7475,4915,2562,861米山

5,8302,9622,8681,592石越

9,2324,7914,4412,477南方

4,0492,0851,9641,219津山

89,25945,98743,27226,341合計

　迫図書館
　６月のおはなし会

　納税に関する相談に応じます。

【日時】　６月２８日（木）午後８時まで

【場所】　迫庁舎１階

　　　　税務課　徴収対策係　　

【問い合わせ】

　総務部税務課　徴収対策係

　緯 0220（22）2169

　６月の
　夜間相談窓口開設日

犬・猫引き取り日

▼今月から地球温暖化対策の一環として「クー

ルビズ」が始まりました。衣替えの季節を迎え、

夏服を出すために家のタンスや押入れの中を

探していたら、高校時代にとても気に入って

いたTシャツが出てきました。懐かしくなって

着ようとしたら速攻で撃沈。サイズがあわず

着ることができませんでした。もうじき薄着

になる夏。本気×３で鍛えなければ･･･（平井）

▼話題の「ドラリオン」の公演が仙台で始まり

ました。周りの多くの人たちが見に行くよう

ですが、わたしも行きたいです!!!（及川）

編集室から

６月の納税

市県民税　１期

納期限　７月２日（月）

忘れずに納めましょう

　北上川水系高校生絵画展
　ＩＮ登米市2007

　高校生の力作をご鑑賞ください。

纂本展（全作品展示）

【日時】　６月８日（金）～１２日（火）

　午前１０時～午後６時（最終日は午

　後２時まで）

　※６月１１日（月）は休館日

【場所】　登米祝祭劇場　小ホール

纂移動展①（入賞作品のみ）

【日時】　６月１４日（木）～１７日（日）

　午前１０時～午後６時

【場所】　中田生涯学習センター３階

纂移動展②（入賞作品のみ）

【日時】　６月１９日（火）～２４日（日）

　午前１０時～午後６時（最終日は午

　後２時まで）

【場所】　豊里花の公園　ふるさとセ

　ンター２階

纂共通事項

【入場料】　無料

【問い合わせ】

　教育委員会生涯学習課

　文化振興・文化財保護係

　緯 0220（34）2698

　絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊

びなどをします。

【日時】　６月２日（土）、１６日（土）

　午前１０時３０分～

【場所】　迫図書館　２階研修室

【問い合わせ】

　迫図書館　緯 0220（22）9820

登米市役所　　緯 0220（22）2111

迫総合支所　　緯 0220（22）2213

登米総合支所　緯 0220（52）2111

東和総合支所　緯 0220（53）4111

中田総合支所　緯 0220（34）2311

豊里総合支所　緯 0225（76）4111

米山総合支所　緯 0220（55）2111

石越総合支所　緯 0228（34）2111

南方総合支所　緯 0220（58）2111

津山総合支所　緯 0225（68）3111

※口座振替の人は、通帳の

残高を確認してください。

　「恩田とき子人形展」の
　開催期間を延長します

　現在、歴史博物館で開催中の企画

展「恩田とき子人形展～物語の

 主人公 とふるさと～」の開催期間を
ヒロイン

７月８日（日）まで延長します。

　ぜひご鑑賞ください。

【問い合わせ】

　歴史博物館　緯 0220（21）5411

39 Jun.2007

　東北大学交響楽団ＯＢと木の家合

奏団有志による交響曲演奏会を開催

します。

【日時】　６月３０日（土）午後７時～

【場所】　石ノ森章太郎ふるさと記念館

　エントランスホール

【定員】　７０人（先着順）

【入場料】　無料

【申込方法】　直接または電話

【問い合わせ】

　石ノ森章太郎ふるさと記念館

　緯 0220（35）1099

　室内楽交響曲演奏会
　「夏の調べ」

　※各住宅を重複して申し込みする

　ことはできません。

【入居資格】

　①入居収入基準が20万円未満で

　あること（子育て世帯については

　26.8万円未満）。

　※世帯全員の合計所得額から計算

　します。

　②同居する親族がいること（婚姻

　予定も可）。

　※原則として単身での入居はでき

　ませんが、６０歳以上の人（ただし、

　特例として平成１８年４月１日現在

　で５０歳以上の人も可）、身体障害

　者（１～４級）・精神・知的障害

　者の人は単身入居することができ

　ます。詳細については、お問い合

　わせください。

　③入居者全員に市税の滞納がない

　こと。

【申込期限】　６月１５日（金）

【問い合わせ】　

　建設部建築住宅課　住宅管理係

　緯 0220（34）2316

◆迫南元丁住宅

　（迫町佐沼字南元丁８８番地２）

　募集戸数　１戸（２Ｋ）

　家賃月額　2,600円～4,300円

【申し込み】　迫総合支所

　地域生活課　産業建設係

◆中田加賀野住宅

　（中田町石森字加賀野一丁目１２番

　地３）

　募集戸数　１戸（４ＬＤＫ）

　家賃月額　22,800円～37,800円

【申し込み】　中田総合支所

　地域生活課　産業建設係

◆米山西野第２住宅

　（米山町西野字見通７０番地１）

　募集戸数　１戸（３ＬＤＫ）

　家賃月額　17,500円～28,900円

【申し込み】　米山総合支所

　地域生活課　産業建設係

算共通事項

【募集対象者】　

　 ▼現に住宅に困っている世帯

　 ▼迫南元丁住宅は、１８歳未満の子

　が同居する母子世帯（離婚予定は

　不可）

　市営住宅入居者募集

６月２２日（金）　午後７時～

定員５０人（要予約）

【受付開始】　６月５日（火）

【問い合わせ】　なかだアリーナ

緯 0220（34）7302

トレーニングルーム
利用者講習会

昨年の演奏会の様子

計量器検査が行われます

時　間区　域会　　場月　日

１３：００ ～ １６：３０豊　里豊里多目的研修センター７月５日（木）

９：００ ～ １１：３０登　米登米庁舎内車庫
７月６日（金）

１３：００ ～ １５：００津　山南三陸農業協同組合津山支店

１０：３０ ～ １６：３０中　田中田庁舎内車庫７月９日（月）

９：００ ～ １６：３０東　和東和総合支所正面入口前７月１０日（火）

９：００ ～ １４：３０石　越石越総合支所内車庫７月１１日（水）

１３：００ ～ １６：３０米　山米山体育センター７月１７日（火）

９：００ ～ １６：３０迫迫公民館７月１８日（水）

９：００ ～ １２：００南　方南方農村環境改善センター７月１９日（木）

　計量法に基づき、２年に１回の計量器定期検査を行います。

　前回（平成１７年度）に受検した人には、事前に定期検査受検表を送付

します。今年度、新規に検査を希望する人については、６月２５日（月）

までに商工観光課商工振興係に連絡してください。

纂検査の対象となる計量器

　①商店、会社、工場、病院、学校（教材は除く）、公務所で使用のもの

　②農家で野菜、果実の庭先販売用

　③行商用

　④宅配便で使用のもの

纂実施日、会場、時間

【問い合わせ】　

　産業経済部商工観光課　商工振興係　緯 0220（34）2734
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明治１２年、登米郡長の半田卯内・西条佐
助（加茂川佐助）ら旧士族や、ハリストス
教会信者が中心となって、商社「広通社」
を設立しました。この商社は蒸気船「広通
丸」を用いて、米や生糸、海産物などの
物資を売買して飛躍的に成長し、明治１３
年に「横山製糸場」を設置しました。軌道
に乗った矢先、広通社社員の一人が米相
場に手を出して失敗し商社共々廃業とな
りましたが、製糸場は県や地域の協力で、
明治１４年３月「横山製糸会社」として新
たな会社に生まれ変わり経営を続けまし
た。昨年度に寄贈を受けた文書類には、
このころの金銭の出し入れや建物配置図
などがあり、市内の産業資料として貴重
なものとなっています。

＝横山製糸会社関係文＝横山製糸会社関係文書書＝＝
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所在地：〒９８７－０７０２　登米町寺池桜小路１番地５　
問い合わせ：水沢県庁記念館　緯 ０２２０（５２）２１６０

水沢県庁記念館
（登米）
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文書には明治１２年から３０年代までの金銭の出し入れや
建物配置図などが残っています

 　みなみかた花菖蒲まつみなみかた花菖蒲まつりり
６月１６                                 ６月１６日日（（土）土）～７月５日～７月５日（（木）木）

　　　　　　　　　　　         開園時間 午前９時～午後４時３開園時間　午前９時～午後４時３ ０分０分
場 所 南方花菖蒲の郷公　　　　　　　　　　　        場　　所　南方花菖蒲の郷公園園
イベント モデル撮影　　　　　　　　　　　        イベント　モデル撮影会会（（６/２４）ほか６/２４）ほか

【問い合わせ】南方総合支所地域生活　　　　　　　　　　　　　　　     【問い合わせ】南方総合支所地域生活課課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     緯緯 ００ ２２ ２２ ０（５０（５ ８）２８）２ １１ １１ ２２   

東和東和のの

ゲンジボタゲンジボタルル（国天然記念物（国天然記念物））

見ごろ　６月下旬～７月上旬

場　所　東和町米川鱒渕地区
※発生時期は天候や気温によって変わる場合もあります

※国道３４６号沿いに看板を掲示しています

【問い合わせ】産業経済部商工観光課　緯 ０２２０（３４）２７３４


